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一
、
は
じ
め
に

　「
瑜
公
、
憲
公
」
と
並
ん
で
尊
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
義
学
派
を
代
表
す
る
学
僧
に
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
と

聖
憲
（
一
三
〇
七
～
一
三
九
二
）
が
い
る
。
中
世
期
以
来
、
新
義
学
派
の
教
学
研
鑽
は
論
義
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

今
な
お
本
宗
（
真
言
宗
智
山
派
）
で
行
う
論
義
に
際
し
、
底
本
と
な
る
の
が
聖
憲
撰
『
大
疏
百
条
第
三
重
』
と
『
釈
論
百
条

第
三
重
』
で
あ
る
。
両
著
作
は
そ
れ
ぞ
れ
頼
瑜
の
『
大
疏
愚
草
』『
釈
論
愚
草
』
に
基
づ
き
、『
大
日
経
疏
』『
釈
摩
訶
衍
論
』

に
関
す
る
議
論
を
聖
憲
が
百
題
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
新
義
学
派
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
書
物
と
い
え
る
。
こ
の
う

ち
、『
大
疏
百
条
第
三
重
』
は
活
字
化１

が
な
さ
れ
る
一
方
、『
釈
論
百
条
第
三
重
』
は
未
だ
翻
刻
・
国
訳
を
含
め
た
活
字
化

が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め２

、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、『
釈
論
百
条
第
三
重
』
巻
一
よ
り
、
順
次
翻
刻
・
国
訳
を
行
っ
て
き
た３
。

聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳

　
　
　

―
《
五
心
中
品
》《
三
大
法
体
》
―
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本
稿
は
そ
れ
に
続
き
、《
五
心
中
品
》《
三
大
法
体
》
を
取
り
上
げ
、
翻
刻
・
国
訳
を
行
い
、
併
せ
て
引
用
文
の
出
典
等
を

明
記
し
て
い
く
。

二
、
論
題
概
要

《
五
心
中
品
》

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
に
お
け
る
八
因
縁
中
の
第
四
の
因
縁
を
明
か
す
中
に
、「
摂
得
十
信
位
前
五
心
中
品

0

0

0

0

衆
生
故
（
十

信
位
の
前
の
五
心
を
得
た
る
中
品
の
衆
生
を
摂
す
る
が
故
に
）」
と
あ
る
「
五
心
中
品
」
に
つ
い
て
、
第
五
心
の
み
を
中
品
と
い

う
の
か
否
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
心
以
降
の
五
・
六
・
七
・
八
・
九
心
を
通
じ
て
中
品
に
当
て
る
問
者
に
対
し
、
答
者
は
「
未
だ
後
の
五
を
得
ざ
る
が
故

に
、
具
足
す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
成
就
と
名
づ
け
ず
」
と
い
う
論
文
に
従
い
、
中
品
を
第
五
心
に
局
る
と
の
立
場
を
取
る
。

《
五
心
中
品
》
は
、
頼
瑜
『
釈
論
第
一
愚
草
』
中
の
《
二
十
二
、
於
十
信
分
三
品
見
爾
者
唯
以
第
五
心
可
為
中
品
耶
》
に

相
当
し
、
頼
瑜
も
聖
憲
と
同
じ
く
、
中
品
は
第
五
心
に
局
る
と
の
立
場
を
取
る
。

《
三
大
法
体
》

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
に
お
け
る
後
重
の
所
入
を
明
か
す
に
つ
い
て
、
三
大
中
の
相
大
と
用
大
が
と
も
に
理
な
の
か
否
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か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
答
者
は
、
所
入
の
法
体
と
は
真
俗
不
二
の
根
源
、
諸
法
所
依
の
体
性
で
あ
る
た
め
、
所
入
の

三
大
は
す
べ
て
理
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
真
実
の
理
性
た
る
不
二
摩
訶
衍
は
、
言
語
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
た
め
に
名

相
を
仮
り
て
十
六
所
入
を
立
て
る
も
の
の
、
所
入
の
実
は
不
二
摩
訶
衍
の
本
源
に
帰
す
る
の
で
所
入
の
三
大
は
す
べ
て
理

で
あ
る
と
い
う
の
が
答
者
の
立
場
で
あ
る
。

《
三
大
法
体
》
は
、
頼
瑜
『
釈
論
第
一
愚
草
』
下
の
《
十
四
、三
大
中
相
用
二
大
可
云
理
歟
事
》
に
相
当
し
、
頼
瑜
も
聖

憲
と
同
じ
く
、
と
も
に
理
で
あ
る
と
の
立
場
を
取
る
。

【
付
記
】
本
稿
に
お
け
る
翻
刻
・
国
訳
に
際
し
、
便
宜
を
い
た
だ
い
た
各
位
、
殊
に
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

三
、【
翻
刻
・
国
訳
】
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
巻
一

【
凡
例
】

一
、
本
翻
刻
・
国
訳
は
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
版
本
『
釈
論
百
条
第
三
重
』（
書
架
番
号
：

１
０
０
２
５
）
巻
一
に
お
け
る
《
五
心
中
品
》《
三
大
法
体
》
の
翻
刻
・
国
訳
で
あ
る
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
、
天

和
二
年
版
『
釈
論
百
条
第
三
重
』（
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
本
・
書
架
番
号
：
２
３
５
６
１
）、運
敞
撰
『
大
疏
啓
蒙
第
一
』
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（
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
本
・
書
架
番
号
：
１
０
０
２
４
）
も
参
照
し
た
。

二
、
本
資
料
（『
釈
論
百
条
第
三
重
』
巻
一
）
の
書
誌
情
報
は
、
鈴
木
二
〇
二
〇
参
照
。

三
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
形
式
に
基
づ
い
た
。

①
漢
字
の
表
記
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、
一
般
的
で
な
い
異
体
字
・
略
字
等
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

②
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
、
返
り
点
の
表
記
も
底
本
に
従
っ
た
。
但
し
、「
シ
テ
」「
ナ
リ
」「
コ
ト
」
等
の
片
仮
名
の

略
字
は
開
い
て
表
記
し
た
。

③
割
注
は
該
当
箇
所
を
〈　

〉
に
て
括
っ
た
。

④
引
用
文
に
省
略
等
が
あ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
（　

）
に
て
補
っ
た
。

⑤
底
本
の
明
ら
か
な
誤
植
等
は
適
宜
改
め
た
。

四
、
国
訳
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
形
式
に
基
づ
い
た
。

①
本
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
字
等
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

②
書
名
に
は
『　

』、引
用
文
に
は
「　

」
を
付
し
、可
能
な
限
り
出
典
を
示
し
た
。
書
名
・
出
典
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

『
釈
論
』	

龍
樹
『
釈
摩
訶
衍
論
』

『
疏
』	

法
敏
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』

『
通
玄
鈔
』	

志
福
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』

『
賛
玄
疏
』	

法
悟
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
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『
記
』	

普
観
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』

『
起
信
論
』	

馬
鳴
『
大
乗
起
信
論
』

『
大
正
蔵
』	

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

『
卍
続
』	

『
卍
続
蔵
経
』（
ｚ
本
）

③
割
注
は
該
当
箇
所
を
〈　

〉
に
て
括
っ
た
。

④
底
本
に
は
段
落
・
改
行
が
殆
ど
な
い
た
め
、
内
容
を
考
慮
し
、
適
宜
段
落
を
分
け
て
改
行
を
試
み
た
。

⑤
底
本
に
お
い
て
、
引
用
文
に
は
返
り
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
適
宜
書
き
下
し
た
。

⑥
翻
刻
に
際
し
、
送
り
仮
名
は
版
本
の
通
り
に
付
す
こ
と
を
心
掛
け
た
が
、
国
訳
す
る
に
当
た
っ
て
不
足
の
送
り
仮
名

を
補
っ
た
。

⑦
引
用
文
に
省
略
等
が
あ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
（　

）
に
て
補
っ
た
。

⑧
底
本
の
明
ら
か
な
誤
植
、
ま
た
運
敞
に
よ
り
誤
り
と
指
摘
さ
れ
る
箇
処
は
、
修
正
し
た
う
え
で
国
訳
し
た
。

註
１	

『
大
正
蔵
』（
第
七
九
巻
、
二
五
三
八
番
・
二
五
三
九
番
）
に
掲
載
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
勝
又
俊
教
氏
の
『
真
言
の
教
学
』
に
よ
っ
て
算
題
す
べ
て

の
国
訳
と
引
用
文
一
々
の
出
典
が
精
査
さ
れ
て
い
る
。

２	

但
し
、《
法
義
勝
劣
》《
二
門
峙
立
》《
立
義
法
数
》《
自
門
心
念
》《
無
為
第
八
》
は
、
新
義
真
言
研
究
会
『
大
疏
第
三
重
・
釈
論
第
三
重
の
研
究
』

（
二
〇
〇
一
、
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
）
の
中
で
翻
刻
・
国
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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３	

鈴
木
晋
雄
「
聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
大
乗
通
局
》《
顕
論
密
論
》《
不
二
顕
密
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』

五
、二
〇
二
〇
）、「
聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
不
二
機
根
》《
三
分
機
根
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
六
、

二
〇
二
一
）、「
聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
前
門
後
法
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
七
、二
〇
二
二
）、「
聖

憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
得
不
問
答
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
八
、二
〇
二
三
）
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【
翻
刻
】《
五
心
中
品
》

論
文
十
信
位
前
五
心
中
品
文
但
局
二テ
第
五
心
一ニ
名
二
中
品
一ト
可

レ
云
乎　

答
可
レ
尓
也　

兩
方
若
云
レ
局
者
既
ニ
不
レ
云
二
第
五
心
一ト

尤
可
レ
取
二
五
箇
之
心
一
也
況
又
以
二
上
品
ノ
十
信
一ヲ
為
二
信
成
就
一ト
中

品
若
局
二ハ
第
五
一ニ
六
信
已
上
可
二
上
品
一ナ
ル
信
心
未
レ
満
セ
豈
可
レ
云
二
成

就
一
乎
若
又
依
レ
之
云
レ
尓
者
通
法
大
師
釈
中
唯
第
五
心
名

為
中
品
文
局
二
第
五
一ニ
云
事
誠
ニ
以
分
明
也
如
何

答
可
レ
局
二
第
五
一
也
論
中
ニ
未
得
後
五
故
不
能
具
足
不
名
成

就
文
未
得
既
ニ
後
ノ
五
也
是
非
レ
局
二
第
五
一ニ
乎
但
至
二
前
五
心
一ニ
者	

五
十
四
丁
右
」

通
法
大
師
會
二ト
シ
テ
此
事
一ヲ
轉
齊
第
五
文
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一

重
難
云
凡
於
二
十
信
ノ
三
品
一ニ
有
二
長
短
ノ
二
義
一
若
依
二ハ
長
ノ
義
一
上
品
ノ

十
信
ハ
尤
可
レ
指
二
信
満
一ヲ
也
其
故
ハ
以
二テ
上
品
ノ
十
信
一ヲ
定
二
信
成
就
之

位
一ト
故
ニ
三
種
発
心
ノ
初
ハ
信
成
就
ノ
位
ヨ
リ
取
レ
之
経
一
万
劫
信
心
成

就
故
ノ
本
論
ノ
文
分
明
ナ
ル
故
而
ニ
今
挙
二ト
シ
テ
分
別
發
趣
道
相
之
位
一ヲ
上

品
十
信
三
品
十
解
等
文
以
二
上
品
ノ
十
信
一ヲ
定
二メ
ハ
信
成
就
之
位
一ト

可
レ
指
二
信
満
一ヲ
之
義
決
定
セ
リ
若
尓
者
何
以
二テ
六
信
已
上
一ヲ
為
二
信
成
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就
ノ
位
一ト
乎
若
依
二ハ
通
法
ノ
意
一ニ
経
一
万
劫
信
心
成
就
ト
者
指
下ス
至
二ル
第

六
信
一ニ
之
位
上ヲ
欤
若
尓
者
後
ノ
五
信
ノ
所
経
ノ
時
ヲ
ハ
經
ニ
不
レト
説
レ
之
可
レ
云

乎
況
又
信
成
就
發
心
ト
者
信
成
就
ス
レ
ハ
即
發
心
ス
ル
義
也
故
ニ
第
七
ノ	

五
十
四
丁
左
」

論
ニ
謂
十
種
信
心
具
足
成
就
決
定
安
立
十
住
菩
薩
初
發
心

住
金
剛
不
變
之
位
中
故
文
六
信
乃
至
第
九
信
ノ
位
ヲ
何
ソ
云

十
種
信
心
具
足
成
就
ト
乎
又
前
五
心
ノ
詞
ハ
見
レ
不
レト
局
二
第
五
一ニ
故
ニ

通
法
ハ
作
二
轉
齊
第
五
ノ
釈
一ヲ
也
此
釈
難
レ
思
凡
設
二ク
ル
轉
齊
ノ
釈
一ヲ
事
ハ
或
ハ

毘
曇
ノ
於
二テ
未
来
蔵
一ニ
三
品
ノ
善
根
各
別
置
レク
之
前ヘ
ノ
談
也
或
ハ
相
宗
ノ

第
八
識
之
處
ニ
三
品
ノ
善
根
ノ
種
子
ヲ
各
別
ニ
存
ル
前
ノ
談
也
二
倶
ニ
非
二ス

今
論
宗
之
義
一ニ
若
尓
ハ
依
二テ
カ
何
ノ
義
邊
一ニ
作
二
轉
齊
釈
一ヲ
乎
定
知
以
二テ
第

十
信
一ヲ
為
二
上
品
ノ
十
信
一ト
故
ニ
従
二リ
第
五
信
一
至
二ル
第
九
信
一ニ
以
二テ
五
箇
ノ
心
一ヲ

為
二ト
中
品
ノ
五
心
一ト
云
事
但
至
レ
云
三
未
得
後
五
ノ
言
可
レ
局
二
第
五
一ニ
者

於
レ
此
有
二リ
二
義
一
一
云
且
挙
レ
初
ヲ
顕
レ
後
ヲ
也
第
五
心
ハ
中
品
ノ
初
ナ
ル
故	

五
十
五
丁
右
」

若
約
二ハ
第
六
一ニ
可
レ
云
二
已
得
前
六
未
得
後
四
等
一ト
此
義
ハ
下
品
ノ
善

根
ヲ
モ
入
下ル
ル
云
二
善
根
微
少
一ト
数
上ニ
也
一
ニ
ハ
中
品
ノ
善
根
ヲ
云
二
已
得
一ト
未
得
ハ
通
二ス
ル
中

上
一ニ
也
下
品
ノ
善
根
ハ
且
ク
不
レル
入
二ラ
善
根
ノ
数
一ニ
也
故
ニ
文
處
ニ
若
有
衆
生
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無
善
根
力
則
為
諸
魔
外
道
鬼
神
之
所
惑
乱
ト
者
指
二ス
下
品
ノ

衆
生
一ヲ
也
故
ニ
以
レテ
得
二ヲ
中
品
ノ
善
根
一ヲ
云
二
善
根
微
少
一ト
也
所
詮
此
釈
ハ

得
二ニ
中
品
ノ
善
根
一ヲ
有
二リ
五
人
一
々
々
各
ニ々
已
得
未
得
ノ
善
根
ヲ
釈
レシ
テ
之

可
レ
顕
下ス
云
二
善
根
微
少
一ト
之
由
上ヲ
也
今
ハ
為
レニ
去
二ン
カ
文
繁
一ヲ
一
言
ニ
并
ヘ
テ
釈
レス
ル
之

也
已
得
前
五
ト
者
從
二リ
第
五
一
至
二ル
第
九
一ニ
五
箇
ノ
善
根
也
中
品
ノ
善
ナ
レ
ハ

云
二
善
根
微
少
一ト
也
未
得
後
五
者
第
六
ヨ
リ
至
二ル
第
十
一ニ
五
箇
ノ
善
根

也
正
ク
被
レル
ル
云
二
不
名
成
就
一ト
事
ハ
雖
レ
有
レト
不
レル
ニ
得
二
第
十
一ヲ
未
得
ノ
善
根
ナ
ル
カ
故	

五
十
五
丁
左
」

中
品
ヲ
モ
通
シ
テ
挙
レル
之
也
若
委
ク
釈
レセ
ハ
之
第
五
信
ハ
已
得
前
一
未
得
第
五

第
六
信
ニ
テ
云
レハ
ハ
之
已
得
前
二
未
得
後
四
乃
至
第
九
ニ
テ
謂
レハ
ハ
之
已

得
前
五
未
得
後
一
也
取
二テ
第
十
ノ
全
一ヲ
為
二ル
信
満
一ト
事
ハ
筆
削
記
云

十
信
ノ
初
信
ヲ
為
二
入
心
一ト
中
間
八
心
ヲ
為
二
住
心
一ト
第
十
心
ヲ
ハ
為
二
終
心
一ト

也
香
象
ノ
釈
又
随
テ
此
意
也

問
慈
行
ノ
釈
何
ノ
處
ニ
カ
十
信
ノ
三
品
ノ
分
別
見
タ
ル
乎　

答
無
二
分
明
ナ
ル
釈
一

但
至
二ル
マ
テ
ヲ
第
四
信
一ニ
為
二
下
品
一ト
事
ハ
論
釈
分
明
也
上
品
ノ
十
信
ヲ
見
二ル
信

満
一ト
事
ハ
彼
師
ノ
解
行
發
心
ノ
釈
ニ
云
前
位
信
満
入
解
今
此
行
満

入
向
更
深
發
心
故
也
文
信
満
ノ
言
指
二
第
十
信
一ヲ
事
如
二
先
ニ
成
一
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此
師
ハ
以
二
賢
首
ノ
釈
一ヲ
為
レ
本
ト
故
賢
首
ハ
以
二
第
十
信
一ヲ
為
二ル
十
信
ノ
終
心
一ト	

五
十
六
丁
右
」

也
若
尓
者
自
レ
五
至
レル
九
ニ
五
箇
ノ
心
ヲ
可
レ
為
二
中
品
一ト
之
條
勿
論
也

又
問
以
二テ
十
信
ノ
三
品
一ヲ
為
二ス
ル
長
ノ
三
品
一ト
事
此
師
ノ
釈
ニ
見
タ
ル
乎　

答
抄

云
謂
通
十
地
長
分
三
品
同
彼
十
信
長
分
三
故
文
既
ニ
長
ノ

三
品
ノ
本
ニ
出
二カ
十
信
一ヲ
故
ニ
若
又
依
二ラ
ハ
無
際
ノ
釈
一ニ
約
二
短
ノ
三
心
一ニ
謂
ク
以
二テ
位

ノ々
入
住
出
ノ
三
心
一ヲ
為
二ス
三
品
一ト
也
正
定
聚
三
品
既
ニ
短
ノ
三
心
也

云
二テ
三
品
十
解
三
品
十
行
等
一ト
云
二
一
百
二
十
種
ノ
衆
生
一ト
故
ニ
又

或
處
ニ
不
定
聚
ノ
三
十
種
衆
生
文
此
豈
ニ
非
レス
約
二ニ
短
ノ
三
品
一ニ
乎
若

尓
者
五
心
中
品
ト
者
自
二
初
信
一
至
二ル
第
五
信
一ニ
五
箇
ノ
心
ノ
取
下ヲ
各
ノ
住
二ス
ル

住
心
一ニ
之
位
上ヲ
為ス
二ル
此
ノ
所
化
一ト
也
已
得
前
五
ト
者
指
二ス
各
ノ々
入
心
一ヲ
未

得
後
五
ト
者
指
二ス
各
ノ々
出
心
一ヲ
也
故
ニ
釈
云
雖
後
々
下
品
勝
前	

五
十
六
丁
左
」

々
中
品
然
於
自
分
未
殊
勝
故
望
能
詮
法
不
相
應
故
論

文
多
就
顕
相
説
故
文
能
詮
法
ト
者
指
二ス
本
論
ノ
善
根
微
少
衆

生
ノ
文
一ヲ
也
後
ノ々
下
品
ハ
云
レ
不
三ト
相
二
應
セ
微
少
衆
生
ノ
本
文
一ニ
也
又
上

品
十
信
ト
者
取
二テ
十
箇
ノ
信
心
ノ
各
ノ々
出
心
一ヲ
云
二
上
品
十
信
一ト
也

問
前
ノ
九
信
ノ
出
心
如
何
得
二ン
善
根
成
就
ノ
名
一ヲ
乎
善
根
ト
者
十
種
ノ
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信
心
ヲ
云
二
善
根
一ト
也
前
九
ヲ
ハ
不
レ
可
レ
云
二
成
就
一ト
故　

答
記
云
前
九

信
心
名
成
就
者
以
是
上
品
形
彼
中
下
皆
名
成
就
又
十

信
心
未
成
位
故
許
雑
藍
修
多
人
同
修
齊
成
上
品
得
名

成
就
文
初
釈
ハ
約
二シ
テ
一
位
ノ
成
満
一ニ
云
二
信
成
就
一ト
也
此
釈
有
レリ
難
論

釈
ハ
信
成
就
ス
レ
ハ
直
ニ
至
二ル
ト
發
心
住
一ニ
見
リ
前
九
信
心
ノ
上
品
ハ
直
ニ
不
レ
可
レ
至
二ル	

五
十
七
丁
右
」

發
心
住
一ニ
之
故
不
レ
可
レ
取
二
發
趣
道
相
ノ
所
化
一ト
欤
後
釈
十
信
不
ト

レ
成
二
位
法
一ヲ
者
不
定
ノ
位
ナ
ル
カ
故
十
信
次
第
不
二
決
定
一セ
也
故
十
箇
ノ
信

心
何
モ
成
二
初
住
一ト
乃
至
何
レ
モ
可
レ
成
二
第
十
一ト
也
假
令
十
人
並
ヒ
行
ヒ
テ
至
二ル

第
十
一ニ
之
時
十
箇
ノ
信
心
悉
ク
可
レ
有
レル
成
二ナ
ル
コ
ト
第
十
一ト
故
ニ
十
信
ノ
出
心
ヲ
各

名
二
信
成
就
一ト
也
依
二
此
ノ
兩
師
ノ
釈
一ニ
之
時
前
五
心
中
品
ノ
前
ノ
字
無
二

相
違
一
而
ニ
通
法
作
二ス
轉
齊
第
五
ノ
釈
一ヲ
深
背
二リ
論
意
一ニ
如
何　

答
唯

以
二
第
五
心
一ヲ
可
レ
為
二
中
品
一ト
也
若
不
レハ
局
二
第
五
一ニ
々
心
中
品
ノ
詞
ハ
定
メ
ン

レ
取
二ト
カ
何
ノ
位
一ヲ
乎
又
二
心
下
品
四
心
下
品
既
ニ
第
二
第
四
也
對
ス
ル

レ
彼
ニ
五
心
中
品
豈
ニ
非
二ン
第
五
一ニ
乎
是
以
他
宗
ノ
釈
ニ
出
二ス
四
種
ノ
不
退
一ヲ

之
時
以
二テ
六
信
已
上
一ヲ
為
二ト
信
不
退
一ト
見
リ
〈
嘉
祥
釈
欤
引
テ
可
見
之
〉
既
ニ
有
二ラ
ハ
不
退
ノ	

五
十
七
丁
左
」

義
尤
以
二テ
此
位
一ヲ
可
レ
為
二
信
成
就
ノ
位
一ト
也
但
至
二
轉
齊
第
五
ノ
釈
一ニ
者
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菩
薩
ハ
加
行
所
得
ノ
法
ヲ
無
替
ニ
無
レ
捨
レス
ル
コ
ト
之
ヲ
故
ニ
因
位
所
修
ノ
万
行
万

善
悉
ク
至
二テ
佛
果
一ニ
被
レ
云
二
佛
果
ノ
万
德
一ト
也
然
ト
モ
因
位
ノ
功
德
ハ
後
位
ノ
妄
ト

和
合
シ
テ
非
二ス
純
浄
一ニ
成
二ル
佛
果
純
浄
ノ
功
德
一ト
之
時
ハ
定
メ
テ
可
レ
有
二
轉
齊
之

義
一
也
況
又
設
云
二ト
モ
性
宗
ノ
意
也
一ト
非
レ
不
レニ
ハ
談
二
種
子
生
ノ
義
一ヲ
故
ニ
花
厳
ノ

祖
師
ハ
以
二テ
種
子
生
一ヲ
為
二
終
教
當
中
ノ
法
門
一ト
五
教
章
因
ノ
六
義
引
テ

可
レ
見
レ
之
又
浄
影
ノ
釈
盛
ニ
談
二ス
種
子
生
之
義
一ヲ
今
論
第
四
巻
ニ
見

修
二
惑
薫
於
本
識
由
此
熏
力
麁
分
意
識
建
立
増
長
等

云
云
此
豈
非
二ス
種
子
熏
ノ
義
一ニ
乎
種
子
熏
ノ
前ヘ
　
ニ
許
二ハ
轉
齊
ノ
義
一ヲ
非
二ル
論
宗

之
相
違
之
義
一ニ
也
設
又
非
二ト
モ
種
子
熏
ノ
義
一ニ
可
レ
許
二ス
轉
齊
ノ
義
一ヲ
欤
後	

五
十
八
丁
右
」

位
ノ
功
徳
ハ
次
第
ニ
増
廣
ナ
ル
ヲ
擬
二シ
テ
前
ノ々
功
徳
ノ
品
数
一ニ
且
ク
云
二
轉
齊
一ト
也
次
ニ

経
一
万
劫
信
心
成
就
ノ
事
信
成
就
ノ
位
ハ
雖
レ
廣
シ
ト
為
レニ
明
二カ
發
心
ノ
行

相
一ヲ
且
ク
挙
二ニ
第
十
信
一ヲ
何
ノ
過
ソ
況
又
挙
勝
為
論
ハ
聖
教
ノ
常
ノ
習
也
次
ニ

至
レ
云
下ニ
六
信
以
上
ニ
許
二ハ
信
不
退
ノ
義
一ヲ
不
レ
可
レ
名
二ク
不
定
聚
一ト
今
論
ハ
信

満
自
分
發
心
ノ
位
ヲ
尚
ヲ
釈
中ス
ト
如
是
等
發
心
悉
皆
不
定
遇
悪
因

縁
或
便
退
失
堕
二
乗
地
上ト
者
六
信
已
上
信
不
退
ト
者
不
定
ノ

中
ノ
一
分
不
退
也
實
ニ
不
退
ナ
ラ
ハ
位
不
退
ト
有
二
何
ノ
差
別
一カ
乎
例
如
下
彼
ノ
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挙
劣
顕
勝
生
解
門
ニ
於
二
十
信
一ニ
立
中カ
定
進
定
退
不
定
ノ
三
類
上ヲ
但

依
二
慈
行
ノ
釈
一ニ
之
義
無
二
其
謂
一
先
已
得
前
五
未
得
後
五
ノ
二
ノ
會

釈
倶
ニ
不
レ
可
レ
尓
約
二ト
中
品
ノ
五
心
ノ
中
ノ
初
一ニ
云
事
不
レ
可
レ
尓
釈
文
未	

五
十
八
丁
左
」

盡
也
其
意
ナ
ラ
ハ
可
レ
云
二
已
得
前
五
或
已
得
前
九
未
得
後
一
一ト
也

是
ハ
釈
二カ
本
論
ノ
善
根
微
少
ノ
句
一ヲ
故
ニ
尤
約
二シ
テ
中
品
ノ
満
一ニ
可
レ
設
二
此
ノ
釈
一ヲ
也

雖
三
成
二
就
ス
ト
中
品
善
根
一ヲ
望
二ン
テ
上
品
一ニ
猶
降
レシ
テ
之
云
二
善
根
微
少
一ト
尤
於
二

中
品
善
根
成
満
之
位
一ニ
可
レ
作
二
此
釈
一ヲ
也
又
未
得
後
五
故
不

名
成
就
ノ
釈
後
ノ
五
善
根
非
レ
顕
下ニ
悉
可
レ
名
二
成
就
一ト
之
義
上ヲ
乎
次
後
ノ

會
釈
除
二テ
下
品
善
根
一ヲ
不
レ
入
二レ
微
少
ノ
数
一ニ
事
大
ニ
難
レ
思
對
二シ
テ
上
品
ノ
善

根
一ニ
已
得
ノ
善
根
ヲ
云
二
微
少
一ト
豈
除
二ン
下
品
一ヲ
乎
又
中
品
初
〈
第
五
信
〉
中

品
〈
第
六
七
八
九
信
ノ
事
也
〉
未
得
ノ
善
根
ニ
入
二
中
品
ノ
善
一ヲ
事
難
勢
如
レ
先
且
ハ
又

穿
鍳
ノ
料
簡
也
所
詮
此
釈
ノ
肝
要
ハ
釈
下
十
信
善
根
ノ
中
ニ
雖
レ
得
二ト
中

下
二
品
一ヲ
ハ
未
レカ
得
二
上
品
ノ
善
根
一ヲ
故
ニ
不
レル
名
二ケ
信
成
就
一ト
之
由
上ヲ
也
中
品	

五
十
九
丁
右
」

若
通
二ハ
多
心
一ニ
付
二テ
㝡
後
一ニ
可
レ
作
二ス
此
釈
一ヲ
之
條
勿
論
也
約
二シ
テ
前
ノ々
位
一ニ

作
レシ
テ
釈
ヲ
無
用
ナ
ル
者
欤
次
無
際
ノ
釈
ノ
意
甚
不
レ
得
二
其
ノ
意
一ヲ
取
二ル
中
品
ノ
人
一ヲ

之
時
取
二テ
初
ノ
五
心
一ヲ
除
二ク
後
ノ
五
心
一ヲ
何
カ
故
ソ
乎
二
心
下
品
等
随
テ
同
ク
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有
二
其
不
審
一
又
准
二ハ
五
心
中
品
一ニ
二
心
下
品
ハ
取
二リ
二
箇
ノ
心
一ヲ
四
心

下
品
ハ
可
レ
取
二
四
箇
ノ
心
一ヲ
乎
若
尓
者
其
位
為
レン
何
ト
カ
論
文
頗
髣
髴

也
又
分
二テ
一
位
ノ
入
住
出
一ヲ
為
二ル
各
別
ノ
機
一ト
事
其
例
安
カ
在
ル
乎
又
釈
二ス
ル

五
心
中
品
一ヲ
之
時
已
得
前
五
ハ
指
二シ
各
ノ々
入
心
一ヲ
未
得
後
五
ハ
指
二サ
ハ

各
ノ々
出
心
一ヲ
住
心
ノ
善
根
ヲ
ハ
未
得
已
得
ニ
除
レク
之
ヲ
欤
其
道
理
如
何

又
齊
成
上
品
ノ
釈
不
レ
可
レ
尓
ル
設
許
二ト
モ
雑
乱
修
一ヲ
今
所
レノ
明
ス
上
品
ノ
十

信
ハ
可
レ
約
二ス
一
人
ノ
成
満
ノ
之
位
一ニ
也
文
處
ニ
云
二カ
十
種
信
心
具
足
成	

五
十
九
丁
左
」

就
一ト
故
何
曲
テ
作
二ル
齊
成
上
品
ノ
釈
一ヲ
乎
又
初
ノ
釈
大
ニ
無
二
其
謂
一
信
成

就
發
心
ト
者
論
既
ニ
釈
二ス
十
種
信
心
具
足
成
就
一ト
何
没
二ル
前
九
信

心
名
成
就
者
ノ
會
通
一ヲ
乎
以
二
第
五
心
一ヲ
為
二
中
品
一ト
通
法
ノ
釈
叶
二
道

理
一ニ
者
乎

【
国
訳
】《
五
心
中
品
》

『
論
』
文
に
「
十
信
位
前
五
心
中
品４
」
と
文
り
。
但
だ
第
五
心
に
局
っ
て
中
品
と
名
づ
く
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
、
爾
る
べ
き
な
り
。

両
方
な
り
。
若
し
局
る
と
云
わ
ば
、
既
に
第
五
心
と
云
わ
ず
。
尤
も
五
箇
の
心
を
取
る
べ
き
な
り
。
況
や
又
、
上
品
の
十
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信
を
以
て
信
成
就
と
す
。
中
品
若
し
第
五
に
局
ら
ば
、
六
信
已
上
は
上
品
な
る
べ
し
。
信
心
未
だ
満
ぜ
ず
。
豈
に
成
就
と

云
う
べ
し
や
。
若
し
又
之
に
依
っ
て
爾
り
と
云
わ
ば
、
通
法
大
師
の
釈
の
中
に
「
唯
し
第
五
心
を
名
づ
け
て
中
品
と
す５
」

と
文
り
。
第
五
に
局
る
と
云
う
事
、
誠
に
以
て
分
明
な
り
。
如
何
。

答
う
、
第
五
に
局
る
べ
き
な
り
。『
論
』
中
に
「
未
だ
後
の
五
を
得
ざ
る
が
故
に
、
具
足
す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
成
就
と

名
づ
け
ず６
」
と
文
り
。
未
得
、
既
に
後
の
五
な
り
。
是
れ
第
五
に
局
る
に
非
ず
や
。
但
し
「
前
五
心
」
に
至
て
は
、
通
法

大
師
此
の
事
を
会
さ
ん
と
し
て
「
転
じ
て
第
五
に
斉
し
き７
」
と
文
り
。
相
違
有
る
べ
か
ら
ず
。

重
ね
て
難
じ
て
云
わ
く
、
凡
そ
十
信
の
三
品
に
於
い
て
長
短
の
二
義
有
り８
。
若
し
長
の
義
に
依
ら
ば
、
上
品
の
十
信
は
尤

も
信
満
を
指
す
べ
き
な
り
。
其
の
故
は
上
品
の
十
信
を
以
て
信
成
就
の
位
と
定
む
が
故
に
、
三
種
発
心
の
初
は
信
成
就
の

位
よ
り
之
を
取
る
。「
一
万
劫
を
経
て
信
心
成
就
す
る
が
故
に９
」
の
本
『
論
』
の
文
、
分
明
な
る
が
故
に
。
而
る
に
今
、

分
別
発
趣
道
相
の
位
を
挙
げ
ん
と
し
てC
、「
上
品
の
十
信
と
三
品
の
十
解D

」
等
と
文
り
。
上
品
の
十
信
を
以
て
信
成
就
の

位
と
定
め
ば
、
信
満
を
指
す
べ
き
の
義
決
定
せ
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
何
ぞ
六
信
已
上
を
以
て
信
成
就
の
位
と
せ
ん
や
。
若

し
通
法
の
意
に
依
ら
ば
、「
一
万
劫
を
経
て
信
心
成
就
す
」
と
は
第
六
信
に
至
る
の
位
を
指
す
か
。
若
し
爾
ら
ば
、
後
の

五
信
の
所
経
の
時
を
ば
『
経
』
に
之
を
説
か
ず
と
云
う
べ
し
やE

。
況
や
又
、
信
成
就
発
心
と
は
信
成
就
す
れ
ば
即
ち
発
心

す
る
義
な
り
。
故
に
第
七
の
『
論
』
に
謂
わ
く
、「
十
種
の
信
心
を
具
足
成
就
し
、
決
定
し
て
十
住
の
菩
薩
の
初
発
心
住

の
金
剛
不
変
の
位
の
中
に
安
立
せ
し
め
ん
が
（
と
欲
せ
ん
が
為
の
）
故
にF

」
と
文
り
。
六
信
乃
至
第
九
信
の
位
を
何
ぞ
「
十

種
の
信
心
を
具
足
し
成
就
し
」
と
云
う
や
。
又
「
前
五
心
」
の
詞
は
第
五
に
局
ら
ず
と
見
え
る
が
故
に
、
通
法
は
「
転
斉
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第
五
」
の
釈
を
作
す
な
り
。
此
の
釈
思
い
難
し
。
凡
そ
転
斉
の
釈
を
設
く
る
事
はG

、
或
い
は
毘
曇
の
未
来
蔵
に
於
い
て
三

品
の
善
根
各
別
に
之
を
置
く
前
の
談
な
り
。
或
い
は
相
宗
の
第
八
識
の
処
に
三
品
の
善
根
の
種
子
を
各
別
に
存
す
る
前
の

談
な
り
。
二
倶
に
今
論
宗
の
義
に
非
ず
。
若
し
爾
ら
ば
何
の
義
辺
に
依
っ
て
か
転
斉
の
釈
を
作
す
や
。
定
ん
で
知
ん
ぬ
、

第
十
信
を
以
て
上
品
の
十
信
と
す
る
が
故
に
、
第
五
信
従
り
第
九
信
に
至
る
五
箇
の
心
を
以
て
中
品
の
五
心
と
す
と
云
う

事
を
。
但
し
「
未
得
後
五
」
の
言
、
第
五
に
局
る
べ
し
と
云
う
に
至
て
は
、
此
に
於
い
て
二
義
有
りH

。
一
に
云
わ
く
、
且

く
初
を
挙
げ
て
後
を
顕
す
な
り
。
第
五
心
は
中
品
の
初
な
る
が
故
に
。
若
し
第
六
に
約
さ
ば
、「
已
得
前
六
未
得
後
四
」

等
と
云
う
べ
し
。
此
の
義
は
下
品
の
善
根
を
も
善
根
微
少
と
云
う
数
に
入
る
る
な
り
。
一
に
は
中
品
の
善
根
を
已
得
と
云

い
、
未
得
は
中
上
に
通
ず
る
な
り
。
下
品
の
善
根
は
且
く
善
根
の
数
に
入
ら
ざ
る
な
りI

。
故
に
文
処
に
「
若
し
（
或
い
は
）

衆
生
有
り
て
善
根
力
無
け
れ
ば
、
則
ち
諸
の
魔
と
外
道
と
鬼
神
の
為
に
惑
乱
せ
ら
るJ

」
と
は
、
下
品
の
衆
生
を
指
す
な
り
。

故
に
中
品
の
善
根
を
得
る
を
以
て
善
根
微
少
と
云
う
な
り
。所
詮
此
の
釈
は
中
品
の
善
根
を
得
る
に
五
人
有
り
。五
人
各
々

に
已
得
未
得
の
善
根
を
之
に
釈
し
て
善
根
微
少
と
云
う
由
を
顕
す
べ
き
な
りK

。
今
は
文
繁
を
去
ら
ん
が
為
に
、
一
言
に
并

べ
て
之
を
釈
す
る
な
り
。「
已
得
前
五
」
と
は
第
五
よ
り
第
九
に
至
る
五
箇
の
善
根
な
り
。
中
品
の
善
な
れ
ば
善
根
微
少

と
云
う
な
り
。「
未
得
後
五
」
と
は
第
六
よ
り
第
十
に
至
る
五
箇
の
善
根
な
り
。
正
し
く
「
成
就
と
名
づ
け
ず
」
と
云
わ

る
る
事
は
第
十
を
得
ざ
る
に
有
り
と
雖
も
、
未
得
の
善
根
な
る
が
故
に
中
品
を
も
通
じ
て
之
を
挙
ぐ
る
な
り
。
若
し
委
し

く
之
を
釈
せ
ば
、第
五
信
は
「
已
得
前
一
未
得
後
五
」
な
り
。
第
六
信
に
て
之
を
云
わ
ば
、「
已
得
前
二
未
得
後
四
」
な
り
。

乃
至
第
九
に
て
之
を
云
わ
ば
、「
已
得
前
五
未
得
後
一
」
な
り
。
第
十
の
全
を
取
り
て
信
満
と
す
る
事
は
、『
筆
削
記
』
に
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云
わ
くL

、
十
信
の
初
信
を
入
心
と
し
、
中
間
の
八
心
を
住
心
と
し
、
第
十
心
を
ば
終
心
と
す
る
な
り
。
香
象
の
釈M

も
又
随
っ

て
此
の
意
な
り
。

問
う
、
慈
行
の
釈
、
何
の
処
に
か
十
信
の
三
品
の
分
別
見
え
た
る
や
。
答
う
、
分
明
な
る
釈
無
し
。
但
し
第
四
信
に
至
る

ま
で
を
下
品
と
す
る
事
は『
論
』釈N

に
分
明
な
り
。
上
品
の
十
信
を
信
満
と
見
る
事
は
彼
の
師
の
解
行
発
心
の
釈
に
云
わ
く
、

「
前
の
位
に
は
信
満
じ
て
解
に
入
り
、今
は
此
の
行
満
じ
て
向
に
入
る
。
更
に
深
く
発
心
す
る
が
故
な
りO

」と
文
り
。「
信
満
」

の
言
、
第
十
信
を
指
す
事
、
先
に
成
ず
る
が
如
し
。
此
の
師
は
賢
首
の
釈
を
以
て
本
と
す
る
が
故
に
。
賢
首
は
第
十
信
を

以
て
十
信
の
終
心
と
す
る
な
り
。若
し
爾
ら
ば
、五
よ
り
九
に
至
る
五
箇
の
心
を
中
品
と
す
べ
き
の
条
勿
論
な
り
。又
問
う
、

十
信
の
三
品
を
以
て
長
の
三
品
と
す
る
事
、
此
の
師
の
釈
に
見
え
た
る
や
。
答
う
、『
抄
』
に
云
わ
く
、「
謂
わ
く
、
十
地

に
通
じ
て
長
に
三
品
に
分
か
つ
。
彼
の
十
信
、
長
に
三
つ
を
分
か
つ
に
同
ず
る
が
故
にP

」
と
文
り
。
既
に
長
の
三
品
の
本

に
十
信
を
出
だ
す
が
故
に
。
若
し
又
無
際
の
釈
に
依
ら
ば
、
短
の
三
心
に
約
す
。
謂
わ
く
、
位
々
の
入
住
出
の
三
心
を
以

て
三
品
と
す
る
な
り
。
正
定
聚
の
三
品
、
既
に
短
の
三
心
な
り
。「
三
品
十
解
三
品
十
行Q

」
等
と
云
い
て
、「
一
百
二
十
種

の
衆
生R

」
と
云
う
が
故
に
。
又
、
或
る
処
に
は
「
不
定
聚
の
三
十
種
の
衆
生S

」
と
文
り
。
此
れ
豈
に
短
の
三
品
に
約
す
に

非
ず
や
。
若
し
爾
ら
ば
、
五
心
中
品
と
は
初
信
よ
り
第
五
信
に
至
る
五
箇
の
心
の
各
の
住
心
に
住
す
る
位
を
取
る
を
此
の

所
化
と
す
る
な
り
。「
已
得
前
五
」
と
は
各
々
の
人
心
を
指
す
な
り
。「
未
得
後
五
」
と
は
各
々
の
出
心
を
指
す
な
りT

。
故

に
釈
し
て
云
わ
く
、「
後
々
の
下
品
は
前
々
の
中
品
に
勝
る
と
雖
も
、然
る
に
自
分
に
於
い
て
未
だ
殊
勝
な
ら
ざ
る
が
故
に
。

能
詮
の
法
に
望
む
る
に
相
応
せ
ざ
る
が
故
に
。
論
文
は
多
く
顕
相
に
就
い
て
説
く
が
故
にU

」
と
文
り
。「
能
詮
の
法
」
と
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は
本
『
論
』
の
「
善
根
微
少
衆
生
」
の
文
を
指
す
な
り
。「
後
々
の
下
品
」
は
「
微
少
衆
生
」
の
本
文
に
相
応
せ
ざ
る
と

云
う
な
り
。
又
「
上
品
十
信
」
と
は
十
箇
の
信
心
の
各
々
の
出
心
を
取
り
て
上
品
十
信
と
云
う
な
り
。
問
う
、
前
の
九
信

の
出
心
、
如
何
ん
が
善
根
成
就
の
名
を
得
ん
や
。
善
根
と
は
十
種
の
信
心
を
善
根
と
云
う
な
り
。
前
九
を
ば
成
就
と
云
う

べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
答
う
、『
記
』
に
云
わ
く
、「
前
の
九
の
信
心
を
成
就
と
名
づ
く
る
こ
と
は
、
是
の
上
品
を
以
て
彼

の
中
下
に
形
べ
て
皆
な
成
就
と
名
づ
く
。
又
十
信
の
心
は
未
だ
位
を
成
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
雑
藍
修
を
許
す
。
多
人
同
じ
く

修
し
て
斉
し
く
上
品
を
成
ず
れ
ば
成
就
と
名
づ
く
る
こ
と
を
得V

」
と
文
り
。
初
釈
は
一
位
の
成
満
に
約
し
て
信
成
就
と
云

う
な
り
。
此
の
釈
に
難
有
りW

。『
論
』
釈
は
信
成
就
す
れ
ば
直
ち
に
発
心
住
に
至
る
と
見
え
た
り
。
前
九
信
心
の
上
品
は

直
ち
に
発
心
住
に
至
る
べ
か
ら
ざ
る
の
故
に
、
発
趣
道
相
の
所
化
と
取
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。
後
釈
の
十
信
、
位
法
を
成
ぜ

ず
と
は
、
不
定
の
位
な
る
が
故
に
、
十
信
の
次
第
決
定
せ
ざ
る
な
り
。
故
に
十
箇
の
信
心
何
れ
も
初
住
と
成
り
、
乃
至
何

れ
も
第
十
と
成
る
べ
き
な
り
。
仮
令
、十
人
並
び
行
い
て
第
十
に
至
る
時
、十
箇
の
信
心
悉
く
第
十
と
成
る
こ
と
有
る
べ
し
。

故
に
十
信
の
出
心
を
各
の
信
成
就
と
名
づ
く
る
な
り
。
此
の
両
師
の
釈X

に
依
る
時
、「
前
五
心
中
品
」
の
「
前
」
の
字
相

違
無
し
。
而
る
に
、
通
法
、「
転
斉
第
五
」
の
釈
を
作
す
は
深
く
論
意
に
背
け
り
。
如
何
。

答
う
、
唯
だ
第
五
心
を
以
て
中
品
と
す
べ
き
な
り
。
若
し
第
五
に
局
ら
ざ
れ
ば
、「
五
心
中
品
」
の
詞
は
何
の
位
を
取
る

と
か
定
め
ん
や
。
又
、
二
心
下
品
四
心
下
品
既
に
第
二
第
四
な
り
。
彼
に
対
す
る
五
心
中
品
豈
に
第
五
に
非
ざ
ら
ん
や
。

是
を
以
て
他
宗
の
釈
に
四
種
の
不
退
を
出
す
時
、
六
信
已
上
を
以
て
信
不
退
と
す
る
と
見
え
た
り
〈
嘉
祥
の
釈
かY

。
引
い

て
之
を
見
る
べ
し
〉。
既
に
不
退
の
義
有
ら
ば
、
尤
も
此
の
位
を
以
て
信
成
就
の
位
と
す
べ
き
な
り
。
但
し
「
転
斉
第
五
」
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の
釈
に
至
て
は
、
菩
薩
は
加
行
所
得
の
法
を
無
替Z

に
之
を
捨
て
る
こ
と
無
し
。
故
に
因
位
所
修
の
万
行
万
善
悉
く
仏
果
に

至
て
仏
果
の
万
徳
と
云
わ
る
る
な
り
。
然
れ
ど
も
、
因
位
の
功
徳
は
後
位
の
妄
と
和
合
し
て
純
浄
に
非
ず
。
仏
果
純
浄
の

功
徳
と
成
る
時
は
定
め
て
転
斉
の
義
有
る
べ
き
な
り
。
況
や
又
、
設
い
性
宗
の
意
な
り
と
云
え
ど
も
、
種
子
生
の
義
を
談

じ
ざ
る
に
は
非
ず
。
故
に
花
厳
の
祖
師
は
種
子
生
を
以
て
終
教
当
中
の
法
門
と
す
。『
五
教
章[

』
の
因
の
六
義
を
引
い
て

之
を
見
る
べ
し
。
又
、
浄
影
の
釈\

、
盛
ん
に
種
子
生
の
義
を
談
ず
。
今
『
論
』
第
四
巻
に
「
見
修
二
惑
、
本
識
を
薫
ず
。

此
の
熏
力
に
由
り
て
麁
分
意
識
建
立
増
長
す]

」
等
と
云
々
。
此
れ
豈
に
種
子
熏
の
義
に
非
ず
や
。
種
子
熏
の
前
に
転
斉
の

義
を
許
す
は
論
宗
の
相
違
の
義
に
非
ざ
る
な
り
。
設
い
又
種
子
熏
の
義
に
非
ざ
れ
ど
も
、
転
斉
の
義
を
許
す
べ
き
か
。
後

位
の
功
徳
は
次
第
に
増
広
な
る
を
前
々
の
功
徳
の
品
数
に
擬
し
て
且
く
転
斉
と
云
う
な
り
。
次
に
、「
一
万
劫
を
経
て
信

心
成
就
す
」
の
事
、信
成
就
の
位
は
広
し
と
雖
も
、発
心
の
行
相
を
明
か
さ
ん
が
為
に
且
く
第
十
信
を
挙
ぐ
る
に
何
の
過
ぞ
。

況
や
又
、
挙
勝
為
論
は
聖
教
の
常
の
習
な
り
。
次
に
、
六
信
以
上
に
信
不
退
の
義
を
許
す
は
不
定
聚
と
名
づ
く
べ
か
ら
ず
、

今
『
論
』
は
信
満
自
分
発
心
の
位
を
尚
お
「
是
の
如
く
等
の
発
心
は
悉
く
皆
な
不
定
な
り
。
悪
の
因
縁
に
遇
え
ば
、
或
い

は
便
ち
退
失
し
て
二
乗
地
に
堕
す^

」
と
釈
す
と
云
う
に
至
て
は
、「
六
信
已
上
信
不
退
」
と
は
不
定
の
中
の
一
分
不
退
な

り
。
実
に
不
退
な
ら
ば
、
位
不
退
と
何
の
差
別
か
有
る
や
。
例
せ
ば
、
彼
の
挙
劣
顕
勝
生
解
門
に
十
信
に
於
い
て
定
進
定

退
不
定
の
三
類
を
立
て
る_

が
如
し
。
但
し
慈
行
の
釈
に
依
る
義
、
其
の
謂
無
し
。
先
の
「
已
得
前
五
・
未
得
後
五
」
の
二

の
会
釈
、
倶
に
爾
る
べ
か
ら
ず
。
中
品
の
五
心
の
中
の
初
に
約
す
と
云
う
事
、
爾
る
べ
か
ら
ず
。
釈
文
未
尽
な
り
。
其
の

意
な
ら
ば
、「
已
得
前
五
」
を
ば
或
い
は
「
已
得
前
九
未
得
後
一
」
と
云
う
べ
き
な
り
。
是
れ
は
本
『
論
』
の
「
善
根
微
少
」



―112―

の
句
を
釈
す
が
故
に
、
尤
も
中
品
の
満
に
約
し
て
此
の
釈
を
設
く
べ
き
な
り
。
中
品
善
根
を
成
就
す
と
雖
も
、
上
品
に
望

ん
で
猶
お
之
を
降
し
て
善
根
微
少
と
云
う
。
尤
も
中
品
善
根
成
満
の
位
に
於
い
て
此
の
釈
を
作
す
べ
き
な
り
。
又
「
未
だ

後
の
五
つ
を
得
ざ
る
が
故
に
成
就
と
名
づ
け
ず
」
の
釈
、
後
の
五
善
根
悉
く
成
就
と
名
づ
く
る
べ
き
の
義
を
顕
す
に
は
非

ず
や
。
次
に
、後
の
会
釈
、下
品
善
根
を
除
い
て
微
少
の
数
に
入
れ
ざ
る
事
、大
い
に
思
い
難
し
。
上
品
の
善
根
に
対
し
て
、

已
得
の
善
根
を
微
少
と
云
う
。
豈
に
下
品
を
除
か
ん
や
。
又
、
中
品
の
初
〈
第
五
信
〉、
中
品
〈
第
六
七
八
九
信
の
事
な

り
〉、
未
得
の
善
根
に
中
品
の
善
を
入
る
事
、
難
勢
先
の
如
し
。
且
つ
は
又
、
穿
鑑
の
料
簡
な
り
。
所
詮
此
の
釈
の
肝
要

は
十
信
善
根
の
中
に
中
下
二
品
を
ば
得
る
と
雖
も
未
だ
上
品
の
善
根
を
得
ざ
る
が
故
に
、
信
成
就
と
名
づ
け
ざ
る
の
由
を

釈
す
な
り
。
中
品
若
し
多
心
に
通
ず
れ
ば
、
最
後
に
付
い
て
此
の
釈
を
作
す
べ
き
の
条
勿
論
な
り
。
前
々
の
位
に
約
し
て

釈
を
作
し
て
無
用
な
る
者
か
。
次
に
、
無
際
の
釈
の
意
、
甚
だ
其
の
意
を
得
ず
。
中
品
の
人
を
取
る
時
、
初
の
五
心
を
取
っ

て
後
の
五
心
を
除
く
は
何
が
故
ぞ
や
。
二
心
下
品
等
、
随
っ
て
同
じ
く
其
の
不
審
有
り
。
又
、
五
心
中
品
に
准
ざ
ば
、
二

心
下
品
は
二
箇
の
心
を
取
り
、
四
心
下
品
は
四
箇
の
心
を
取
る
べ
き
か
。
若
し
爾
ら
ば
、
其
の
位
何
と
か
為
さ
ん
。『
論
』

文
頗
る
髣
髴
な
り
。
又
、
一
位
の
入
住
出
を
分
か
ち
て
各
別
の
機
と
為
る
事
、
其
の
例
、
安
に
か
在
る
や
。
又
、
五
心
中

品
を
釈
す
る
時
、「
已
得
前
五
」
は
各
々
の
入
心
を
指
し`
、「
未
得
後
五
」
は
各
々
の
出
心
を
指
さ
ば
、
住
心
の
善
根
を
ば

未
得
已
得
に
之
を
除
く
か
。
其
の
道
理
如
何
。
又
、「
斉
成
上
品
」
の
釈a

、
爾
る
べ
か
ら
ず
。
設
い
雑
乱
修
を
許
す
と
も
、

今
明
か
す
所
の
上
品
の
十
信
は
一
人
の
成
満
の
位
に
約
す
べ
き
な
り
。
文
処
に
「
十
種
信
心
具
足
成
就
」
と
云
う
が
故
に
、

何
ぞ
曲
げ
て
「
斉
成
上
品
」
の
釈
を
作
る
や
。
又
、
初
の
釈
、
大
い
に
其
の
謂
無
し
。
信
成
就
発
心
と
は
論
既
に
「
十
種
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信
心
具
足
成
就
」と
釈
す
。
何
ぞ「
前
九
信
心
名
成
就
者b

」の
会
通
を
没
す
る
や
。
第
五
心
を
以
て
中
品
と
す
る
通
法
の
釈
、

道
理
に
叶
う
者
か
。

註
４	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
中
）

５	

『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
三
三
丁
左
下
）

６	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
中
）

７	

『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
三
三
丁
左
下
）

８	

長
短
の
二
義
に
つ
い
て
、運
敞
は
「
短
の
三
品
は
一
心
ご
と
に
三
品
を
分
か
つ
。
入
住
出
を
次
の
如
く
下
中
上
と
す
。
初
の
因
縁
の
釈
に
云
わ
く
、

不
定
聚
の
三
十
種
の
衆
生
と
い
う
は
是
れ
な
り
。
長
の
三
品
は
十
信
を
大
い
に
三
品
に
分
か
つ
な
り
」
と
注
釈
す
る
。

９	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
〇
頁
中
）

10	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
中
）「
第
三
の
因
縁
は
分
別
発
趣
道
相
の
為
に
正
因
縁
と
作
る
。
是
れ
を
名
づ
け
て
能
化
教
法
出
興
門
と
す
。

謂
わ
く
、
三
種
の
発
心
な
り
」。

11	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
中
）

12	

運
敞
は
「
本
業
経
に
十
信
所
経
の
時
を
説
く
が
故
に
此
の
難
有
り
」
と
注
釈
す
る
。

13	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
四
八
頁
上
）

14	

運
敞
は
「
毘
曇
を
挙
ぐ
る
は
実
に
毘
曇
に
転
斉
の
談
有
っ
て
之
を
言
う
に
は
非
ず
。
唯
だ
是
れ
通
法
の
釈
を
難
詰
し
て
義
勢
を
設
く
る
な
り
。
毘

曇
と
は
小
乗
薩
婆
多
宗
な
り
。
彼
の
宗
は
三
世
実
有
法
体
常
有
と
談
ず
。
惑
智
等
の
一
切
の
諸
法
皆
な
三
世
に
有
な
る
を
以
て
、
三
品
の
善
根
も

各
別
に
未
来
に
在
り
て
、
而
も
因
縁
合
す
る
と
き
は
則
ち
生
の
現
在
に
至
る
が
故
に
。
今
此
の
意
の
云
わ
く
、
未
来
の
中
下
品
の
善
根
、
肩
を
並
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べ
て
現
在
に
来
在
せ
ば
、
毘
曇
の
所
談
に
似
た
り
と
〈
為
言
〉。
相
宗
の
第
八
識
の
処
に
三
品
の
善
根
の
種
子
各
別
に
存
す
と
は
百
法
問
答
の
詞

を
取
る
に
似
た
り
」
と
注
釈
す
る
。

15	

二
義
の
内
の
初
の
義
に
つ
い
て
、
運
敞
は
、「
此
の
義
の
意
の
云
わ
く
、
中
品
の
人
に
五
人
有
り
。
謂
わ
く
、
第
五
心
中
品
と
第
六
心
中
品
と
第

七
心
中
品
と
第
八
心
中
品
と
第
九
心
中
品
と
な
り
。
此
の
五
人
の
中
に
初
の
第
五
心
中
品
の
人
を
挙
げ
て
後
の
第
六
心
乃
至
第
九
心
中
品
の
人
を

顕
す
。
故
に
初
を
挙
げ
て
後
を
顕
す
と
云
う
な
り
。
若
し
第
六
心
を
得
た
る
中
品
の
人
な
ら
ば
、
当
に
已
得
前
六
未
得
後
四
と
云
う
べ
し
。
乃
至

第
九
心
を
得
た
る
中
品
の
人
な
ら
ば
当
に
已
得
前
九
未
得
後
一
と
云
う
べ
し
。
此
の
義
は
已
得
前
五
は
初
心
よ
り
之
を
数
う
。
然
る
所
以
は
前
の

四
心
は
下
品
な
り
と
雖
も
已
得
の
法
な
る
が
故
に
」
と
注
釈
す
る
。

16	

運
敞
は
「
意
の
云
わ
く
、
已
得
前
五
と
は
是
れ
已
に
中
品
の
五
心
〈
五
六
七
八
九
〉
を
得
た
る
人
に
約
し
て
云
う
。
未
得
後
五
と
は
是
れ
未
だ
中

品
の
後
の
四
心
〈
六
七
八
九
〉
を
得
ざ
る
人
に
約
し
て
云
う
。
第
十
を
加
う
る
が
故
に
未
得
後
五
と
云
う
な
り
。
已
得
前
五
は
第
九
心
を
得
た
る

中
品
の
人
な
り
。未
得
後
五
は
第
五
心
を
得
た
る
中
品
の
人
な
り
。中
品
の
五
人
の
中
に
於
い
て
初
後
を
挙
げ
て
中
間
を
顕
す
な
り
」と
注
釈
す
る
。

17	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
五
七
頁
中
）

18	

運
敞
は
「
意
の
云
わ
く
、
已
得
未
得
を
以
て
善
根
微
少
に
五
人
の
不
同
有
る
を
顕
す
べ
し
と
〈
為
言
〉」
と
注
釈
す
る
。

19	

子
璿
『
起
信
論
疏
筆
削
記
』（『
大
正
蔵
』
四
四
、三
二
二
頁
中
）「
終
心
と
は
十
信
の
一
位
に
三
種
の
心
有
り
。
謂
わ
く
、
入
住
終
な
り
。
入
は
謂

わ
く
、
始
め
て
異
生
を
離
れ
て
初
信
に
入
る
な
り
。
終
は
謂
わ
く
、
信
成
満
す
。
即
ち
第
十
信
な
り
。
住
心
は
即
ち
中
間
の
八
信
な
り
。
十
信
既

に
爾
な
り
。
余
の
住
行
向
等
、
例
し
て
皆
な
此
の
如
し
」。

20	

法
蔵
『
起
信
論
義
記
』（『
大
正
蔵
』
四
四
、二
四
九
頁
中
）「
此
れ
十
信
の
終
心
に
当
た
る
。
自
分
満
足
す
る
が
故
に
善
根
成
就
と
云
う
。
進
ん
で

十
住
正
定
聚
の
中
に
入
り
て
前
の
信
心
を
不
退
し
て
堪
忍
せ
し
む
る
が
故
な
り
」。

21	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
下
）「
此
の
中
の
衆
生
は
十
信
の
位
の
前
の
四
心
を
得
て
更
に
勝
進
す
る
こ
と
能
ざ
る
下
品
の
衆
生
を
摂

す
」。『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
六
六
頁
中
）「
顕
示
趣
向
假
入
門
と
言
う
は
所
謂
る
十
信
の
位
の
四
種
の
心
を
得
て
更
に
勝
進
せ
ざ
る
下
品

の
衆
生
を
顕
示
す
る
が
故
に
」。
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22	

『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、一
二
七
丁
右
上
）

23	

『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
八
丁
左
下
）

24	
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
中
）

25	
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
上
）

26	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
上
）

27	

運
敞
は
「
此
れ
失
解
な
り
」
と
指
摘
し
、「
已
得
前
五
と
は
前
五
信
の
各
各
の
住
心
中
品
な
り
。
中
品
は
已
得
の
位
な
り
。
入
心
下
品
は
中
品
の

位
に
非
ず
。
何
ぞ
已
得
五
心
の
中
品
を
除
い
て
五
心
の
下
品
を
指
し
て
、「
已
に
前
の
五
つ
を
得
た
る
が
故
に
都
て
善
根
無
き
に
非
ざ
れ
ば
名
づ

け
て
微
少
と
言
う
」
と
云
わ
ん
や
」
と
述
べ
る
。

28	

『
記
』（『
卍
続
』
七
三
、九
丁
右
下
）

29	

『
記
』（『
卍
続
』
七
三
、九
丁
右
上
）

30	

こ
の
難
に
つ
い
て
運
敞
は
次
の
よ
う
な
問
答
を
挙
げ
る
。「
或
る
が
問
う
。
無
際
の
意
、
如
何
ん
が
此
の
難
を
通
ぜ
ん
や
。
答
う
。
未
だ
此
の
師

の
意
を
得
ざ
る
が
故
に
之
を
会
し
難
し
。
若
し
且
く
料
簡
を
致
し
て
一
位
一
位
に
成
就
の
名
を
得
る
と
雖
も
、
次
第
修
の
故
に
又
第
二
信
に
移
っ

て
信
心
を
修
行
し
、
乃
至
第
十
信
に
移
っ
て
発
心
住
に
入
る
と
の
意
か
。
但
し
論
釈
は
信
成
就
す
れ
ば
直
ち
に
発
心
住
に
至
る
と
云
う
に
至
っ
て

は
、
論
釈
は
且
く
究
竟
成
就
に
約
し
て
之
を
明
か
す
か
。
又
問
う
。
初
信
の
出
心
に
信
心
成
就
し
て
第
二
信
入
心
に
至
っ
て
還
っ
て
無
善
根
力
の

衆
生
と
成
る
べ
し
や
。
答
う
。
先
に
云
わ
ず
や
。
論
文
は
顕
相
に
就
い
て
説
く
〈
此
の
如
く
之
を
答
う
と
雖
も
、
実
に
は
未
だ
意
を
得
ず
〉。
今

初
の
釈
の
意
を
推
す
る
に
、
是
の
上
品
を
以
て
彼
の
中
下
に
形
べ
て
皆
な
成
就
と
名
づ
く
と
云
う
は
、
前
の
九
信
は
各
各
の
中
下
に
形
べ
て
且
く

成
就
の
名
を
得
る
と
雖
も
、
実
に
は
第
十
の
出
心
を
以
て
究
竟
成
就
と
為
る
謂
か
」。

31	

両
師
と
は
慈
行
と
無
際
で
あ
り
、
運
敞
は
「
慈
行
大
師
は
第
十
の
信
満
を
成
就
と
し
、
上
品
と
す
る
が
故
に
、
五
心
中
品
は
通
途
の
難
の
如
く

五
六
七
八
九
の
五
心
を
指
し
て
中
品
と
す
。
無
際
大
師
は
前
五
心
中
品
は
初
信
よ
り
第
五
に
至
る
の
住
心
を
指
す
が
故
に
並
び
に
前
の
字
相
違
無

き
な
り
」
と
注
釈
す
る
。
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32	

吉
蔵
『
法
華
義
疏
』（『
大
正
蔵
』
三
四
、四
六
一
頁
下
）

33	

無
替
の
「
替
」
は
「
廃
」
の
意
で
あ
り
、『
記
』
に
は
「
作
用
無
替
と
説
い
て
常
住
と
名
づ
く
と
云
う
の
無
替
の
如
し
」
と
あ
る
。

34	
『
五
教
章
』（『
大
正
蔵
』
四
五
、五
〇
二
頁
上
）

35	
慧
遠
『
大
乗
義
章
』（『
大
正
蔵
』
四
四
、五
四
一
頁
下
・
五
四
二
頁
下
）

36	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
三
一
頁
上
）

37	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
四
六
頁
下
）

38	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
四
九
頁
上
）

39	

運
敞
は
「
各
各
入
心
を
指
す
と
云
う
は
無
際
の
意
に
非
ず
。
説
者
の
失
な
り
」
と
指
摘
す
る
。

40	

『
記
』（『
卍
続
』
七
三
、九
丁
右
上
）

41	

『
記
』（『
卍
続
』
七
三
、九
丁
右
上
）
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【
翻
刻
】《
三
大
法
体
》

付
レ
明
二ニ
後
重
ノ
所
入
一ヲ
且
可
レ
云
二
相
用
二
大
ハ
倶
ニ
理
也
一
乎　

答
可
レ
理

也　

兩
方
若
云
レ
理
者
生
滅
門
三
大
ハ
既
以
レ
智
為シ
二
相
大
一
以
二

應
化
色
相
一ヲ
為
二
用
大
一ト
設
雖
二ト
モ
所
入
一ナ
リ
ト
其
躰
何
ノ
相
違
乎
若
又
依

レ
之
ニ
云
レ
尓
者
所
入
ハ
既
ニ
所
證
中
道
之
妙
理
也
是
ヲ
以
論
ノ
中
ニ
於	

六
十
丁
右
」

所
詮
理
善
趣
入
故
文
若
尓
者
三
大
倶
ニ
可
レ
理
見
リ
尓
者
兩

方
也

答
自
レ
元
所
二
答
申
一
可
レ
理
ナ
ル
凡
思
二ハ
所
入
ノ
法
躰
一ヲ
真
俗
不
二
ノ
根
源

諸
法
所
依
ノ
躰
性
也
以
二
随
染
業
幻
ノ
色
具
挙
對
量
ノ
相
一ヲ
不
レ
可

レ
為
二
所
入
ノ
躰
一ト
但
至
二
難
勢
一ニ
者
雖
レ
名
二ト
相
用
一ト
不
レ
同
二
生
滅
門
一ニ
ハ
也
直
ニ

於
二
法
躰
一ニ
分
二
別
三
大
義
一ヲ
故
不
レ
可
（
レ
有c
）
二
相
違
一

重
難
云
直
ニ
付
二テ
法
躰
一ニ
分
二
別
ス
ト
三
大
一ヲ
答
申
事
甚
難
レ
思
凡
所
入
ハ

不
レ
ル
待
二
能
入
ノ
義
門
一ヲ
之
處
ニ
性
リ
無
レシ
存
二コ
ト
法
躰
一ヲ
尋
二レ
ハ
真
實
ノ
躰
性
一ヲ
只

不
二
摩
訶
衍
ノ
法
也
不
二
ノ
位
ハ
非
二ス
根
機
之
所
レニ
及
一フ
故
強
テ
立
二テ
テ
種

々
名
相
一ヲ
教
レ
之
ヲ
時
名
相
ノ
所
レヲ
摂
假
ニ
名
二ル
所
入
一ト
也
如
下
鳥
跡
ノ
所
印
ヲ	

六
十
丁
左
」

假
ニ
名
二レ
ト
モ
跡
處
ノ
空
一ト
大
虚
ノ
外
ニ
ハ
無
中カ
其
躰
上
所
入
モ
又
如
レ
此
離
二テ
門
義
一ヲ
別
ニ
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無
下
可
レ
云
二
所
入
一ト
之
物
上
也
若
尓
者
三
大
ノ
所
入
ト
者
依
レ
為タ
二ル
ニ
能
入
ノ

三
大
カ
所
依
ノ
躰
性
一
雖
レ
名
二ト
三
大
一ト
定
二ム
ル
三
大
ノ
躰
性
一ヲ
事
ハ
以
二
能
入
一ヲ
可

レ
為
レ
本
ト
也
而
ニ
於
二テ
ハ
能
入
一ニ
判
二ス
ル
三
大
一ヲ
事
其
躰
既
ニ
定
レ
リ
所
入
ノ
三
大
何
ソ

齊
ク
是
ヲ
云
レハ
ン
理
ト
乎
相
大
ハ
是
智
ナ
ル
カ
故
以
レテ
智
ヲ
為シ
二テ
法
躰
一ト
智
ノ
上
ニ
開
二
真
俗
ノ

義
門
一ヲ
従
二リ
此
門
一
悟
二リ
入
ヲ
智
ノ
真
實
ノ
躰
一ヲ
可
レ
云
レ
契
二ト
相
大
ノ
所
入
一ニ
也
若

尓
者
相
大
ノ
所
入
何
必
モ
云
レン
非
レト
智
ニ
乎
用
大
例
レシ
テ
之
ニ
見
二ル
報
化
色

相
作
用
一ヲ
之
時
以
二
真
俗
ノ
義
門
一ヲ
窮
二ム
レ
ハ
此
ノ
報
化
ノ
用
一ヲ
覚
下
得
シ
テ
報
化
ノ
作

用
ハ
非
レス
真
ニ
モ
非
中ト
俗
上ニ
モ
可
レ
云
レ
契
二ト
所
入
一ニ
也
若
尓
者
用
大
ノ
所
入
其
躰

何
云
レ
非
二ト
報
應
一ニ
乎
抑
相
用
二
大
ノ
所
入
直
ニ
云
二
理
也
一ト
者
理
性
ハ	

六
十
一
丁
右
」

一
味
平
等
也
何
有
下ラ
ン
躰
大
ノ
外
ニ
云
レヒ
相
ト
云
レフ
用
ト
之
分
上
乎
直
ニ
於
二
理

性
一ニ
分
二
別
ス
ル
三
大
一ヲ
判
文
安
カ
在
ル
乎
況
又
一
心
ハ
惣
該
万
有
ノ
躰
也

一
切
諸
法
以
二テ
一
心
一ヲ
為
レカ
躰
ト
故
ニ
未
二タ
必
可
一レ
局
レ
理
ニ
三
大
義
ハ
一
心
ノ

上
ニ
所
レノ
開
三
大
義
也
慈
行
ハ
以
二テ
水
波
ノ
譬
一ヲ
顕
レ
之
一
心
既
ニ
該
二ネ
ハ
万

有
一ヲ
三
大
何
強
ニ
局
二ン
理
性
一ニ
乎
但
至
二
於
所
詮
理
善
趣
入
故
等
ノ

釈
一ニ
者
凡
於
レテ
理
ニ
有
二リ
道
理
真
理
ノ
二
義
一
道
理
ノ
義
ハ
亘
二ル
諸
法
一ニ
於
所

詮
理
ト
者
可
二ト
道
理
ノ
義
一ナ
ル 

被
レタ
リ
得

凡
覚
二
所
入
一ヲ
者
諸
法
ノ
上
ノ
離
二テ
名
相
一ヲ
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證
二
悟
ス
ル
ヲ
究
竟
真
實
ナ
ル
道
理
一ヲ
云
レカ
得
二ト
所
入
一ヲ
故
ニ
次
至
レ
云
二
能
入
ハ
真
俗
ノ

二
諦
也
所
入
ハ
非
真
非
俗
ノ
中
道
ナ
ル
故
ニ
可
一レト
理
ナ
ル
者
若
以
二
中
道
一ヲ
定
二メ
ハ

理
性
一ト
不
レ
及
二ハ
論
義
一ニ
所
入
ヲ
云
レ
非
二ス
ト
中
道
一ニ
義
不
レ
可
レ
有
レ
之
故
ニ
中
道
ナ
ル	

六
十
一
丁
左
」

事
ハ
共
許
ノ
處
ニ
テ
其
上
ニ
相
用
二
大
ハ
以
レ
何
ヲ
為ス
レル
ト
云
フ
躰
ト
尋
也
約
二ハ
聖
智
内

證
一ニ
一
切
諸
法
無
レカ
非
二コ
ト
中
道
一ニ
故
ニ
彼
ノ
相
宗
ハ
於
二
三
性
一ニ
立
二ル
重
ノ々
中

道
一ヲ
之
時
依
他
ハ
以
二テ
非
有
似
有
一ヲ
為ス
二
中
道
一ト
此
ノ
非
有
似
有
ハ
未
二
必
シ
モ

圓
成
ノ
真
理
一ニ
非
有
似
有
ナ
ル
物
ハ
依
他
ノ
事
法
ナ
ル
故
ニ
遍
計
所
執
ハ
以
二テ
情

有
理
無
一ヲ
為
二
中
道
一ト
情
有
ナ
レ
ハ
不
レ
可
レ
云
レ
空
ト
理
無
ナ
レ
ハ
不
レ
可
レ
云
レ
有
ト
是
則

非
空
非
有
ノ
中
道
也
云
レテ
尓
情
有
理
無
ナ
ル
物
ハ
云
二
圓
成
ノ
真
理
也
一ト

乎
全
是
遍
計
所
執
ナ
ル
故
ニ
真
理
ハ
々
有
情
無
ノ
法
ニ
シ
テ
非
二カ
情
有
理
無
一ニ

故
ニ
尓
者
相
用
二
大
ハ
理
性
カ
故
ニ
非
二ト
智
德
應
用
等
一ニ
云
事
其
理

尤
不
審
也

答
自
レ
元
所
二
答
申
一
所
入
ハ
若
ハ
躰
若
ハ
相
用
悉
ク
可
レ
云
二
理
性
一ト
也
凡	

六
十
二
丁
右
」

理
性
ト
者
諸
法
至
實
之
躰
聖
智
内
証
之
境
界
也
故
ニ
以
二テ
不

二
摩
訶
衍
一ヲ
可
レ
為
二
真
實
ノ
理
性
一ト
也
然
ト
モ
不
二
ハ
非
二カ
言
語
ノ
所
一レニ
依
ル
故
ニ

且
ク
假
二テ
名
相
一ヲ
立
二ト
モ
十
六
所
入
一ヲ
尋
二レ
ハ
其
ノ
至
實
一ヲ
悉
ク
帰
二カ
不
二
ノ
本
源
一ニ
故
ニ
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所
入
ヲ
定
レル
理
ト
也
是
以
或
ハ
云
二ヒ
趣
入
甚
深
所
詮
理
故
一ト
或
ハ
云
二
於

所
詮
理
善
趣
入
故
一ト
所
入
ヲ
定
レル
理
ト
事
不
レ
及
二
異
求
一ニ
者
乎
但
至

レ
云
下
以
二テ
能
入
ノ
名
相
一ヲ
可
レ
定
中ム
所
入
ノ
躰
上ト
者
若
名
相
ノ
所
レヲ
名
ル
直
ニ
為セ
二ハ
所

入
一ト
者
以
二カ
何
物
一ヲ
名
二ン
能
入
門
一ト
乎
故
ニ
名
相
ノ
所
レ
依
ル
能
入
ノ
義
門
也

義
門
ノ
所
レ
摂
為
二カ
所
入
一ト
故
所
入
ハ
離
二タ
リ
名
相
一ヲ
若
生
滅
門
三
大
ヲ
為シ
テ

レ
例
ト
云
二
相
大
ハ
智
德
用
大
ハ
報
化
ノ
色
相
一ト
者
今
此
三
大
ノ
所
入
之

上
ニ
ハ
唯
生
滅
門
ヲ
ノ
ミ
為シ
二テ
義
門
一ト
真
如
ノ
義
ヲ
ハ
可
レ
不
レ
存
乎
故
ニ
知
以
二
生
滅	

六
十
二
丁
左
」

門
ノ
三
大
一ヲ
不
レ
可
レ
定
二ム
所
入
ノ
三
大
ノ
法
躰
一ヲ
云
事
況
又
用
大
ヲ
ハ
能
生

一
切
世
間
出
世
間
善
因
果
文
是
則
理
性
ノ
上
ノ
生
二ス
ル
世
出
世
ノ

諸
法
一ヲ
作
用
也
全
ク
不
レル
ヲ
見
二
報
化
色
相
一ト
ハ
乎
又
相
大
ニ
ハ
雖
レ
立
二ト
功
德

之
称
一ヲ
依
レテ
云
二ニ
功
德
一ト
不
レ
可
レ
定
二ム
智
躰
一ト
真
如
門
ハ
雖
二
唯
理
非
事
ノ
門

也
一ト
相
真
如
ノ
中
ニ
立
二ル
空
不
空
ノ
二
種
真
如
一ヲ
之
時
不
空
真
如
ヲ
ハ
判
二リ

具
足
無
漏
性
功
德
故
一ト
豈
是
智
ナ
ラ
ン
乎
次
以
二
跡
處
ノ
空
一ヲ
成
レス
疑
ヲ
事

不
レ
可
レ
尓
ル
是
答
者
所
立
ノ
義
也
惣
ノ
大
虚
ヲ
ハ
可
レシ
喩
二
理
性
一ニ
乎
否
ヤ
若

許
下ハ
以
二
大
虚
一ヲ
喩
中フ
ト
理
性
上ニ
者
跡
處
ノ
空
ハ
以
二
大
虚
一ヲ
為ス
レ
躰
ト
豈
ニ
非
二ラ
ン
理
性
一ニ

乎
次
至
レハ
云
下ニ
理
性
ハ
一
味
也
何
分
二
別
セ
ン
三
大
一ヲ
乎
上ト
者
凡
立
二ル
十
六
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所
入
一ヲ
事
ハ
随
二カ
義
門
一ニ
故
非
レレ
ト
モ
云
三ニ
ハ
自
躰
ニ
有
二リ
ト
十
六
一
約
二レ
ハ
其
ノ
躰
性
一ニ
一
味
ノ	

六
十
三
丁
右
」

所
入
也
故
ニ
論
ニ
ハ
云
二
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
一ト
人
師
ハ
釈
二セ
リ
十
六
所

入
剋
躰
唯
一
一ト
若
以
二テ
智
德
應
用
等
一ヲ
直
ニ
為セ
二ハ
所
入
ノ
躰
一ト
不
レル
可
レ
云
二

雖
唯
是
一
一ト
欤
至
下テ
非
二シ
テ
智
德
應
用
等
一ニ
立
二ル
三
大
一ヲ
之
證
上ニ
者
難
者
ノ

所
レハ
為
レル
證
ト
生
滅
門
ノ
三
大
也
以
二
生
滅
門
ノ
三
大
一ヲ
不
レ
可
レ
例
二ス
所
入
ノ

三
大
一ニ
云
事
先
ニ
既
ニ
成
畢
凡
三
十
三
ノ
法
門
ノ
中
ニ
今
論
ニ
所
二ハ
委
ク
明
一ス

後
重
ノ
一
心
ノ
下
ノ
二
法
二
門
也
三
大
等
ハ
非
二カ
論
ノ
正
所
明
一ニ
故
釈

文
髣
髴
也
何
以
レテ
無
二
所
入
ノ
三
大
ノ
釈
一
例
二ン
生
滅
門
ノ
三
大
一ニ
乎
次

至
二
惣
該
万
有
ノ
難
一ニ
者
云
二ト
モ
所
入
也
一ト
以
二テ
一
心
ハ
惣
躰
三
大
ハ
別
相
ノ

義
一ヲ
立
二ル
カ
其
ノ
名
字
一ヲ
故
ニ
一
心
ヲ
ハ
釈
二ス
ル
惣
該
万
有
一ト
也
万
有
所
帰
ノ
躰
ナ
ル
故

然
ト
モ
其
躰
直
ニ
非
二
万
有
一ニ
ハ
也
万
有
ノ
至
實
ノ
性
ハ
理
性
ナ
ル
故
ニ
以
二テ
惣
該
万	

六
十
三
丁
左
」

有
ノ
一
心
一ヲ
為
二ニ
理
性
一ト
無
二
相
違
一
也
三
大
ハ
此
一
心
ノ
躰
性
ノ
上
ニ
居
二ス
ル
自

性
一ニ
之
邊
ヲ
云
二ヒ
躰
大
一ト
望
二ル
他
縁
一ニ
之
邊
ヲ
云
二ヒ
相
大
一ト
成
二テ
諸
法
ノ
根
源
一ト
為
二ル

万
有
ノ
能
生
一
之
邊
ヲ
云
二
用
大
一ト
若
尓
者
理
性
ノ
上ヘ
ノ
四
重
ノ
義
邊
ニ
テ
全
ク

非
レル
云
二ニ
ハ
智
德
應
用
一ト
也
次
ニ
於
所
詮
理
ト
者
道
理
ノ
義
ニ
シ
テ
非
二ス
ト
真
理
一ニ
云

事
甚
不
レ
可
レ
尓
彼
ノ
相
宗
ハ
於
二
圓
成
ノ
理
一ニ
有
二リ
道
理
真
理
ノ
二
ノ
傳
一ヘ
若
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成
二ラ
ハ
所
證
ノ
理
一ト
設
雖
二ト
モ
道
理
ノ
々
也
一ト
何
為
二ン
所
入
非
レル
理
ニ
之
義
一ト
乎

次
至
レ
云
下
相
宗
ハ
於
二テ
三
性
一ニ
各
立
中ト
中
道
上ヲ
者
彼
重
ノ々
中
道
ハ
設
ヒ
依

他
ノ
上
ニ
ア
レ
設
所
執
ノ
上
ニ
ア
レ
非
空
非
有
ノ
義
ハ
帰
二
摂
ス
ル
圓
成
ノ
真
理
一ニ
也
三
性

本
自
非
二ル
カ
一
異
一ニ
故
依
遍
ノ
躰
モ
見
二レ
ハ
非
空
非
有
一ト
凡
情
ノ
所
執
息
カ
故

本
二ク
圓
成
ノ
真
理
一ニ
也
矣

註
42	

運
敞
は
「
古
本
は
此
の
如
し
。
印
本
は
有
の
字
を
脱
す
」
と
指
摘
す
る
。
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【
国
訳
】《
三
大
法
体
》

後
重
の
所
入
を
明
か
す
に
付
い
て
、
且
く
相
用
二
大
は
倶
に
理
な
り
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
、
理
な
る
べ
き
な
り
。

両
方
な
り
。
若
し
理
と
云
わ
ば
、
生
滅
門
の
三
大
は
既
に
智
を
以
て
相
大
と
し
、
応
化
色
相
を
以
て
用
大
と
すd

。
設
い
所

入
な
り
と
雖
も
、
其
の
体
何
の
相
違
か
。
若
し
又
之
に
依
り
て
爾
り
と
云
わ
ば
、
所
入
は
既
に
所
証
中
道
の
妙
理
な
り
。

是
を
以
て
『
論
』
の
中
に
「
所
詮
の
理
に
於
い
て
善
く
趣
入
す
る
が
故
にe

」
と
文
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
三
大
倶
に
理
な
る

べ
き
と
見
え
た
り
。
爾
ら
ば
両
方
な
り
。

答
う
、
元
よ
り
答
え
申
す
所
、
理
な
る
べ
し
。
凡
そ
所
入
の
法
体
を
思
わ
ば
、
真
俗
不
二f

の
根
源
、
諸
法
所
依
の
体
性
な

り
。
随
染
業
幻
の
色g

、具
挙
対
量
の
相h

を
以
て
所
入
の
体
と
す
べ
か
ら
ず
。
但
し
難
勢
に
至
て
は
、相
用
と
名
づ
く
と
雖
も
、

生
滅
門
に
は
同
ぜ
ざ
る
な
り
。
直
ち
に
法
体
に
於
い
て
三
大
の
義
を
分
別
す
る
が
故
に
相
違
有
る
べ
か
ら
ず
。

重
ね
て
難
じ
て
云
く
、
直
ち
に
法
体
に
付
い
て
三
大
を
分
別
す
と
答
え
申
す
事
、
甚
だ
思
い
難
し
。
凡
そ
所
入
は
能
入
の

義
門
を
待
た
ざ
る
処
に
性
りi

法
体
を
存
す
る
こ
と
無
し
。
真
実
の
体
性
を
尋
ぬ
れ
ば
、
只
だ
不
二
摩
訶
衍
の
法
な
り
。
不

二
の
位
は
根
機
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
故
に
強
い
て
種
々
の
名
相
を
立
て
て
之
を
教
う
る
時
、
名
相
の
摂
す
る
所
を
仮
に
所

入
と
名
づ
く
る
な
り
。
鳥
跡
の
所
印
を
仮
に
跡
処
の
空
と
名
づ
く
れ
ど
もj

、
大
虚
の
外
に
は
其
の
体
無
き
が
如
し
。
所
入

も
又
此
の
如
し
。
門
義
を
離
れ
て
別
に
所
入
と
云
う
べ
き
物
無
き
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
三
大
の
所
入
と
は
能
入
の
三
大

が
所
依
の
体
性
た
る
に
依
っ
て
三
大
と
名
づ
く
と
雖
も
、
三
大
の
体
性
を
定
む
る
事
は
能
入
を
以
て
本
と
す
べ
き
な
り
。
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而
る
に
、
能
入
に
於
い
て
は
三
大
を
判
ず
る
事
、
其
の
体
既
に
定
ま
れ
り
。
所
入
の
三
大
何
ぞ
斉
し
く
是
れ
を
理
と
云
わ

ん
や
。
相
大
は
是
れ
智
な
る
が
故
に
、
智
を
以
て
法
体
と
し
て
智
の
上
に
真
俗
の
義
門
を
開
き
、
此
の
門
従
り
智
の
真
実

の
体
を
悟
り
入
る
を
相
大
の
所
入
に
契
う
と
云
う
べ
き
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
相
大
の
所
入
何
ぞ
必
ず
し
も
智
に
非
ず
と

云
わ
ん
や
。
用
大
、
之
に
例
し
て
報
化
色
相
の
作
用
を
見
る
時
、
真
俗
の
義
門
を
以
て
此
の
報
化
の
用
を
窮
む
れ
ば
、
報

化
の
作
用
は
真
に
も
非
ず
、
俗
に
も
非
ず
と
覚
得
し
て
、
所
入
に
契
う
と
云
う
べ
き
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
用
大
の
所
入
、

其
の
体
何
ぞ
報
応
に
非
ず
と
云
わ
ん
や
。
抑
も
相
用
二
大
の
所
入
直
ち
に
理
な
り
と
云
わ
ば
、
理
性
は
一
味
平
等
な
り
。

何
ぞ
体
大
の
外
に
相
と
云
い
、
用
と
云
う
の
分
有
ら
ん
や
。
直
ち
に
理
性
に
於
い
て
三
大
を
分
別
す
る
判
文
、
安
に
か
在

る
や
。
況
や
又
、
一
心
は
惣
該
万
有
の
体k

な
り
。
一
切
諸
法
は
一
心
を
以
て
体
と
す
る
が
故
に
、
未
だ
必
ず
し
も
理
に
局

る
べ
か
ら
ず
。
三
大
義
は
一
心
の
上
に
開
く
所
の
三
大
義
な
り
。
慈
行l

は
水
波
の
譬
を
以
て
之
を
顕
す
。
一
心
既
に
万
有

を
該
ね
ば
、
三
大
何
ぞ
強
ち
に
理
性
に
局
ら
ん
や
。
但
し
「
所
詮
の
理
に
於
い
て
善
く
趣
入
す
る
が
故
に
」
等
の
釈
に
至

て
は
、
凡
そ
理
に
於
い
て
道
理
真
理
の
二
義
有
り
。
道
理
の
義
は
諸
法
に
亘
る
。「
於
所
詮
理
」
と
は
道
理
の
義
な
る
べ

き
と
得
ら
れ
た
り
。
凡
そ
所
入
を
覚
す
と
は
諸
法
の
上
の
名
相
を
離
れ
て
究
竟
真
実
な
る
道
理
を
証
悟
す
る
を
所
入
を
得

る
と
云
う
が
故
に
。
次
に
、
能
入
は
真
俗
の
二
諦
な
り
、
所
入
は
非
真
非
俗
の
中
道
な
る
が
故
に
理
な
る
べ
し
と
云
う
に

至
て
は
、
若
し
中
道
を
以
て
理
性
と
定
め
ば
論
義
に
及
ば
ず
。
所
入
を
中
道
に
非
ず
と
云
う
義
之
有
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故

に
、
中
道
な
る
事
は
共
許
の
処
に
て
其
の
上
に
相
用
二
大
は
何
を
以
て
体
と
す
る
と
い
う
尋
ね
な
り
。
聖
智
内
証
に
約
さ

ば
、
一
切
諸
法
は
中
道
に
非
ざ
る
こ
と
無
き
が
故
に
、
彼
の
相
宗
は
三
性
に
於
い
て
重
々
の
中
道
を
立
て
る
時
、
依
他
は
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非
有
似
有
を
以
て
中
道
と
すm

。
此
の
非
有
似
有
は
未
だ
必
ず
し
も
円
成
の
真
理
に
非
ず
。
非
有
似
有
な
る
物
は
依
他
の
事

法
な
る
が
故
に
。
遍
計
所
執
は
情
有
理
無
を
以
て
中
道
と
す
。
情
有
な
れ
ば
空
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
理
無
な
れ
ば
有
と
云

う
べ
か
ら
ず
。
是
れ
則
ち
非
空
非
有
の
中
道
な
り
。
爾
り
と
云
い
て
、
情
有
理
無
な
る
物
は
円
成
の
真
理
な
り
と
云
う
か
。

全
く
是
れ
遍
計
所
執
な
る
が
故
に
、
真
理
は
理
有
情
無
の
法n

に
し
て
情
有
理
無
に
非
ざ
る
が
故
に
。
爾
ら
ば
相
用
二
大
は

理
性
な
る
が
故
に
、
智
徳
応
用
等
に
非
ず
と
云
う
事
、
其
の
理
尤
も
不
審
な
り
。

答
う
、
元
よ
り
答
え
申
す
所
、
所
入
は
若
し
は
体
、
若
し
は
相
用
、
悉
く
理
性
と
云
う
べ
き
な
り
。
凡
そ
理
性
と
は
諸
法

至
実
の
体
、
聖
智
内
証
の
境
界
な
り
。
故
に
不
二
摩
訶
衍
を
以
て
真
実
の
理
性
と
す
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
不
二
は
言

語
の
依
る
所
に
非
ざ
る
が
故
に
且
く
名
相
を
仮
り
て
十
六
所
入
を
立
つ
と
も
、
其
の
至
実
を
尋
ぬ
れ
ば
悉
く
不
二
の
本
源

に
帰
す
る
が
故
に
、
所
入
を
理
と
定
む
る
な
り
。
是
を
以
て
、
或
る
は
「
甚
深
な
る
所
詮
の
理
に
趣
入
す
る
が
故
にo

」
と

云
い
、
或
る
は
「
所
詮
の
理
に
於
い
て
善
く
趣
入
す
る
が
故
に
」
と
云
う
。
所
入
を
理
と
定
む
る
事
、
異
求
に
及
ば
ざ
る

者
か
。
但
し
、
能
入
の
名
相
を
以
て
所
入
の
体
と
定
む
べ
し
と
云
う
に
至
て
は
、
若
し
名
相
の
名
づ
く
る
所
を
直
ち
に
所

入
と
せ
ば
、
何
物
を
以
て
か
能
入
門
と
名
づ
け
ん
や
。
故
に
名
相
の
依
る
所
、
能
入
の
義
門
な
り
。
義
門
の
摂
す
る
所
、

所
入
と
す
る
が
故
にp

、
所
入
は
名
相
を
離
れ
た
り
。
若
し
生
滅
門
の
三
大
を
例
と
し
て
、
相
大
は
智
徳
、
用
大
は
報
化
の

色
相
と
云
わ
ば
、
今
此
の
三
大
の
所
入
の
上
に
は
唯
だ
生
滅
門
を
の
み
義
門
と
し
て
真
如
の
義
を
ば
存
せ
ざ
る
べ
し
や
。

故
に
知
ん
ぬ
、
生
滅
門
の
三
大
を
以
て
所
入
の
三
大
の
法
体
を
定
む
べ
か
ら
ず
と
云
う
事
を
。
況
や
又
、
用
大
を
ば
「
能

く
一
切
世
間
出
世
間
の
善
の
因
果
を
生
ずq

」
と
文
り
。
是
れ
則
ち
、
理
性
の
上
の
世
出
世
の
諸
法
を
生
ず
る
作
用
な
り
。
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全
く
報
化
の
色
相
と
は
見
え
ざ
る
を
や
。
又
、
相
大
に
は
功
徳
の
称
を
立
つ
と
雖
も
、
功
徳
と
云
う
に
依
っ
て
智
体
と
定

む
べ
か
ら
ず
。
真
如
門
は
唯
理
非
事
の
門
な
り
と
雖
も
、
相
真
如
の
中
に
空
不
空
の
二
種
の
真
如
を
立
て
る
時r

、
不
空
真

如
を
ば
「
無
漏
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が
故
にs

」
と
判
ぜ
り
。
豈
に
是
れ
智
な
ら
ん
や
。
次
に
、
跡
処
の
空
を
以
て
疑
を

成
す
事
、
爾
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
答
者
所
立
の
義
な
り
。
惣
の
大
虚
を
ば
理
性
に
喩
う
べ
し
や
否
や
。
若
し
大
虚
を
以
て

理
性
に
喩
う
と
許
さ
ば
、
跡
処
の
空
は
大
虚
を
以
て
体
と
す
。
豈
に
理
性
に
非
ざ
ら
ん
や
。
次
に
、
理
性
は
一
味
な
り
。

何
ぞ
三
大
を
分
別
せ
ん
や
と
云
う
に
至
て
は
、
凡
そ
十
六
所
入
を
立
て
る
事
は
義
門
に
随
う
が
故
に
、
自
体
に
十
六
有
り

と
云
う
に
は
非
ざ
れ
ど
も
其
の
体
性
に
約
す
れ
ば
一
味
の
所
入
な
り
。
故
に
、『
論
』
に
は
「
摩
訶
衍
の
法
は
唯
だ
是
れ

一
な
り
と
雖
もt

」
と
云
う
。
人
師
は
「
十
六
の
所
入
は
体
に
剋
す
れ
ば
唯
だ
一
な
りu

」
と
釈
せ
り
。
若
し
智
徳
応
用
等
を

以
て
直
ち
に
所
入
の
体
と
せ
ば
、「
雖
唯
是
一
」
と
云
う
べ
か
ら
ざ
る
か
。
智
徳
応
用
等
に
非
ず
し
て
三
大
を
立
て
る
の

証
に
至
て
は
、
難
者
の
証
と
す
る
所
は
生
滅
門
の
三
大
な
り
。
生
滅
門
の
三
大
を
以
て
所
入
の
三
大
に
例
す
べ
か
ら
ず
と

云
う
事
、
先
に
既
に
成
し
畢
る
。
凡
そ
三
十
三
の
法
門
の
中
に
、
今
『
論
』
に
委
し
く
明
か
す
所
は
後
重
の
一
心
の
下
の

二
法
二
門
な
り
。
三
大
等
は
『
論
』
の
正
所
明
に
非
ざ
る
が
故
に
釈
文
髣
髴
な
りv

。
何
ぞ
所
入
の
三
大
の
釈
無
き
を
以
て

生
滅
門
の
三
大
に
例
せ
ん
や
。
次
に
、
惣
該
万
有
の
難
に
至
て
は
、
所
入
な
り
と
云
え
ど
も
、
一
心
は
惣
体
、
三
大
は
別

相
の
義
を
以
て
其
の
名
字
を
立
て
る
が
故
に
、
一
心
を
ば
惣
該
万
有
と
釈
す
る
な
り
。
万
有
所
帰
の
体
な
る
が
故
に
。
然

れ
ど
も
、
其
の
体
直
ち
に
万
有
に
は
非
ざ
る
な
り
。
万
有
の
至
実
の
性
は
理
性
な
る
が
故
に
、
惣
該
万
有
の
一
心
を
以
て

理
性
と
す
る
に
相
違
無
き
な
り
。
三
大
は
此
の
一
心
の
体
性
の
上
に
自
性
に
居
す
る
の
辺
を
体
大
と
云
い
、
他
縁
に
望
む
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る
の
辺
を
相
大
と
云
い
、
諸
法
の
根
源
と
成
っ
て
万
有
の
能
生
と
す
る
の
辺
を
用
大
と
云
う
。
若
し
爾
ら
ば
、
理
性
の
上

の
四
重
の
義
辺w

に
て
全
く
智
徳
応
用
と
云
う
に
は
非
ざ
る
な
り
。
次
に
、「
於
所
詮
理
」
と
は
道
理
の
義
に
し
て
真
理
に

非
ず
と
云
う
事
、
甚
だ
爾
る
べ
か
ら
ず
。
彼
の
相
宗
は
円
成
の
理
に
於
い
て
道
理
真
理
の
二
の
伝
え
有
り
。
若
し
所
証
の

理
と
成
ら
ば
、
設
い
道
理
の
理
な
り
と
雖
も
、
何
ぞ
所
入
、
理
に
非
ざ
る
の
義
と
せ
ん
や
。
次
に
、
相
宗
は
三
性
に
於
い

て
各
の
中
道
を
立
つ
と
云
う
に
至
て
は
、
彼
の
重
々
の
中
道
は
設
い
依
他
の
上
に
あ
れ
、
設
い
所
執
の
上
に
あ
れ
、
非
空

非
有
の
義
は
円
成
の
真
理
に
帰
摂
す
る
な
り
。
三
性
本
よ
り
一
異
に
非
ざ
る
が
故
にx

、
依
遍
の
体
も
非
空
非
有
と
見
れ
ば
、

凡
情
の
所
執
息
む
が
故
に
円
成
の
真
理
に
本
づ
く
な
り
。

註
43	

運
敞
は「
真
如
門
の
中
に
は
三
大
の
相
を
明
か
さ
ざ
る
が
故
に
生
滅
門
を
以
て
三
大
の
相
を
論
ず
。
或
る
が
問
う
。
生
滅
門
の
三
大
の
釈
処
何
や
」

と
問
を
挙
げ
、『
釈
論
』
第
六
巻
よ
り
以
下
の
箇
所
を
示
す
。「
真
如
の
自
体
相
と
は
一
切
の
凡
夫
声
聞
縁
覚
菩
薩
諸
仏
に
増
減
有
る
こ
と
無
し
。

前
際
に
生
ず
る
に
非
ず
、
後
際
に
滅
す
る
に
も
非
ず
。
畢
竟
常
恒
な
り
。〈
已
下
相
大
〉
本
従
り
来
た
性
に
自
ら
一
切
の
功
徳
を
満
足
す
。
所
謂

る
自
体
に
大
智
慧
光
明
の
義
有
る
が
故
に
。
遍
照
法
界
の
義
の
故
に
。
真
実
識
知
の
義
の
故
に
。
自
性
清
浄
心
の
義
の
故
に
。
常
楽
我
浄
の
義
の

故
に
。
清
涼
不
変
自
在
の
義
の
故
に
。
是
の
如
く
の
過
於
恒
沙
の
不
離
不
断
不
異
不
思
議
の
仏
法
を
具
足
す
。
乃
至
満
足
し
て
少
け
た
る
所
有
る

こ
と
無
き
義
の
故
に
名
づ
け
て
如
来
蔵
と
し
、
亦
た
如
来
の
法
身
と
名
づ
く
（
…
中
略
）〈
已
下
具
挙
対
量
〉
心
性
起
せ
ざ
る
は
即
ち
是
れ
大
智

慧
光
明
の
義
の
故
に
、
若
し
心
、
見
を
起
こ
さ
ば
則
ち
不
見
の
相
有
り
。
心
性
、
見
を
離
れ
た
る
は
則
ち
是
れ
遍
照
法
界
の
義
の
故
に
、
若
し

心
、
動
有
る
は
真
の
識
知
に
非
ず
。
自
性
有
る
こ
と
無
し
。
常
に
非
ず
、
楽
に
非
ず
、
我
に
非
ず
、
浄
に
非
ず
、
熱
悩
衰
変
し
て
則
ち
自
在
な
ら

ず
。
乃
至
具
さ
に
過
恒
沙
等
の
妄
染
の
義
有
り
。
此
の
義
に
対
す
る
が
故
に
、
心
性
、
動
無
く
れ
ば
則
ち
過
恒
沙
等
の
諸
の
浄
功
徳
の
相
の
義
示
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現
す
る
こ
と
有
り
。
若
し
心
、
起
有
っ
て
更
に
前
の
法
を
見
て
念
ず
べ
く
は
則
ち
少
け
た
る
所
有
り
。
是
の
如
く
の
浄
法
の
無
量
の
功
徳
は
即
ち

是
れ
一
心
に
し
て
更
に
念
ず
る
所
無
し
。
是
の
故
に
満
足
す
る
を
名
づ
け
て
法
身
如
来
の
如
来
蔵
と
す
。〈
已
下
用
大
〉
復
た
次
に
真
如
の
用
と

は
、
所
謂
る
諸
仏
如
来
本
と
因
地
に
在
し
て
大
慈
悲
を
発
し
、
諸
波
羅
蜜
を
修
し
、
衆
生
を
摂
化
し
、
大
誓
願
を
立
て
て
、
尽
く
等
し
く
衆
生
界

を
度
脱
せ
ん
と
欲
う
。
亦
た
劫
数
を
限
ら
ず
、
未
来
を
尽
く
す
。
一
切
衆
生
を
取
る
こ
と
己
身
の
如
く
な
る
を
以
て
の
故
に
、
而
も
衆
生
の
相
を

取
ら
ず
。
此
れ
何
の
義
を
以
て
か
す
る
や
。
謂
わ
く
、
実
の
如
く
一
切
衆
生
と
及
び
己
身
と
真
如
平
等
な
り
と
知
る
（
…
中
略
）
此
の
用
に
二
種

有
り
。
云
何
ん
が
二
と
す
。
一
に
は
分
別
事
識
に
依
る
。
凡
夫
二
乗
の
心
の
所
見
を
ば
名
づ
け
て
応
身
と
す
。
転
識
の
現
と
知
ら
ざ
る
を
以
て
の

故
に
、
外
従
り
来
た
る
と
見
る
。
色
の
分
斉
を
取
っ
て
尽
知
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
。
二
に
は
業
識
に
依
る
。
謂
わ
く
、
諸
の
菩
薩
、
初
発

意
従
り
乃
し
菩
薩
の
究
竟
地
に
至
る
ま
で
、
心
の
所
見
を
ば
名
づ
け
て
報
身
と
す
。
身
に
無
量
の
色
有
り
。
色
に
無
量
の
相
有
り
。
相
に
無
量
の

好
有
り
。
所
住
の
依
果
に
も
亦
た
無
量
の
種
種
の
荘
厳
有
り
。
示
現
す
る
所
に
随
っ
て
即
ち
辺
有
る
こ
と
無
し
。
窮
尽
す
べ
か
ら
ず
、
分
斉
の
相

を
離
れ
た
り
。
其
の
所
応
に
随
っ
て
常
に
能
く
住
持
し
、
毀
せ
ず
失
せ
ず
。
是
の
如
く
の
功
徳
は
皆
な
諸
波
羅
蜜
等
の
無
漏
の
行
熏
と
及
び
不
思

議
熏
と
に
成
就
せ
ら
る
る
に
因
っ
て
無
量
の
楽
相
を
具
足
す
る
が
故
に
説
い
て
報
と
す
。
又
、
凡
夫
の
所
見
は
是
れ
其
の
麁
色
な
り
。
六
道
各
見

不
同
な
る
に
随
っ
て
種
種
の
異
類
に
し
て
受
楽
の
相
に
非
ざ
る
が
故
に
説
い
て
応
と
す
（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
三
九
頁
下
）」。

44	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
六
頁
下
）

45	

運
敞
は
「
或
る
が
問
う
。
此
の
不
二
の
言
、
三
十
三
の
中
の
不
二
を
指
す
や
否
や
」
と
問
を
立
て
、「
答
う
、
爾
ら
ず
。
所
入
は
非
真
非
俗
の
故

に
真
俗
不
二
と
云
う
な
り
」
と
答
え
る
。

46	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
二
八
頁
中
）「
覚
と
不
覚
と
に
二
種
の
相
有
り
。
一
に
は
同
相
、
二
に
は
異
相
な
り
。
同
相
と
言
う
は
譬
え
ば
種

種
の
瓦
器
皆
な
同
じ
く
微
塵
の
性
相
な
る
が
如
く
、
是
の
如
く
無
漏
無
明
の
種
種
の
業
幻
も
皆
な
同
じ
く
真
如
の
性
相
な
り
。
是
の
故
に
修
多
羅

の
中
に
此
の
義
に
依
っ
て
説
か
く
、
一
切
衆
生
は
本
よ
り
来
た
常
住
に
し
て
涅
槃
菩
提
の
法
に
入
れ
り
。
修
す
べ
き
相
に
非
ず
、
作
す
べ
き
相
に

非
ず
、
畢
竟
無
得
な
り
。
亦
た
色
相
の
見
る
べ
き
無
し
。
而
も
色
相
を
見
る
こ
と
有
る
は
唯
し
是
れ
随
染
業
幻
の
所
作
な
り
。
是
の
智
に
色
不
空

の
性
あ
る
に
は
非
ず
。
智
相
見
る
べ
き
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
。
異
相
と
言
う
は
譬
え
ば
種
種
の
瓦
器
各
各
不
同
な
る
が
如
く
、
是
の
如
く
無
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漏
無
明
は
随
染
幻
の
差
別
と
性
染
幻
の
差
別
と
の
故
に
」。

47	

運
敞
は「
具
挙
対
量
の
相
と
は
前
に
出
す
所
の
相
大
の
六
徳
乃
至
過
恒
沙
の
功
徳
の
相
を
指
す
。
皆
な
過
患
に
対
し
て
建
立
す
る
所
な
る
が
故
に
」

と
注
釈
す
る
。
註
１
参
照
。

48	
版
本
の
ル
ビ
に
従
い
「
性
り
（
ひ
と
り
）」
と
読
ん
だ
。

49	

こ
の
譬
は
『
通
玄
鈔
』『
賛
玄
疏
』
に
見
ら
れ
る
。『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
七
丁
左
上
）、『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
四
〇
丁
左
下
）。

50	

『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
七
丁
右
上
）「
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
等
と
言
う
は
謂
わ
く
、
法
は
唯
し
是
れ
一
な
れ
ど
も
、
門
は
乃
ち
多
を
成
ず
。

故
に
小
疏
に
云
わ
く
、
統
ず
れ
ば
唯
し
一
真
法
界
な
り
。
謂
わ
く
、
寂
寥
虚
曠
沖
深
包
博
と
し
て
万
有
を
惣
該
す
れ
ば
、
即
ち
是
れ
一
心
な
り
。

体
は
有
無
に
非
ず
、
相
は
生
滅
に
非
ず
、
其
の
始
を
尋
ぬ
る
こ
と
莫
く
、
中
辺
を
見
難
し
」。

51	

『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、九
一
丁
右
下
）

52	

『
成
唯
識
論
』（『
大
正
蔵
』
三
一
、四
六
頁
下
）「
我
法
の
執
は
恒
に
倶
に
行
ず
る
が
故
に
、
実
の
如
く
衆
縁
に
引
か
れ
て
自
心
心
所
の
虚
妄
に
変

現
せ
る
を
知
ら
ず
。
猶
し
幻
事
と
陽
焔
と
夢
境
と
鏡
像
と
光
影
と
谷
響
と
水
月
と
変
化
と
所
成
の
如
く
し
て
、有
に
非
ざ
れ
ど
も
、有
に
似
た
り
」。

53	

窺
基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』（『
大
正
蔵
』
四
五
、二
五
八
頁
中
）「
一
に
は
遣
虚
存
実
識
。
遍
計
所
執
は
唯
し
虚
妄
に
起
し
て
都
て
体
用
無
し
と
観

じ
て
正
し
く
空
と
遣
す
べ
し
。
情
に
は
有
っ
て
理
に
は
無
き
が
故
に
。
依
他
円
成
は
諸
法
の
体
実
に
し
て
二
智
の
境
界
な
り
と
観
じ
て
正
し
く
有

と
存
す
べ
し
。
理
に
は
有
っ
て
情
に
は
無
き
が
故
に
」。

54	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
二
頁
中
）

55	

運
敞
は
「
名
相
所
依
と
は
謂
わ
く
、
名
相
は
義
門
に
依
っ
て
起
る
が
故
に
所
依
と
云
う
。
義
門
所
摂
と
は
謂
わ
く
、
義
門
は
理
性
の
上
に
於
い
て

建
立
す
る
所
な
る
が
故
に
所
摂
と
云
う
」
と
注
釈
す
る
。

56	

『
起
信
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
七
五
頁
下
）

57	

『
起
信
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
七
六
頁
上
）「
真
如
と
は
言
説
に
依
っ
て
分
別
す
る
に
二
種
の
義
有
り
。
云
何
ん
が
二
と
す
る
。
一
に
は
如
実
空
、

能
く
究
竟
じ
て
実
を
顕
す
を
以
て
の
故
に
。
二
に
は
如
実
不
空
、
自
体
に
無
漏
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
こ
と
有
る
を
以
て
の
故
に
」。
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58	

『
起
信
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
七
六
頁
上
）

59	

『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

60	
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
三
二
丁
右
下
）

61	
運
敞
は
「
前
重
の
体
大
四
法
を
ば
融
俗
帰
真
論
の
中
に
之
を
釈
す
。
相
大
の
四
法
を
ば
法
界
中
蔵
論
の
中
に
之
を
釈
す
。
用
大
の
四
法
を
ば
秘
密

微
妙
論
の
中
に
之
を
釈
す
。
後
重
の
体
大
の
四
法
を
ば
界
命
合
一
論
の
中
に
之
を
釈
す
。
相
大
の
四
法
を
ば
真
如
三
昧
論
の
中
に
之
を
釈
す
。
用

大
の
四
法
を
ば
心
性
清
浄
論
の
中
に
之
を
釈
す
。
論
の
第
二
に
見
え
た
り
。
三
大
は
今
の
論
の
正
所
明
に
非
ず
」
と
注
釈
す
る
。

62	

四
重
の
義
辺
と
は
、
心
・
体
・
相
・
用
の
義
辺
を
い
う
。

63	

『
成
唯
識
論
』（『
大
正
蔵
』
三
一
、四
七
頁
下
）「
此
の
三
は
異
と
や
せ
ん
、
不
異
と
や
せ
ん
。
倶
に
非
な
り
と
説
く
べ
し
。
別
体
無
き
が
故
に
。

妄
執
と
縁
起
と
真
義
と
別
な
る
が
故
に
」。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

聖
憲
・
釈
論
百
条
第
三
重
・
釈
摩
訶
衍
論
・
五
心
中
品
・
三
大
法
体


